
被爆者調査員名簿
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柏 さくじ

鎌田悪よ子

川村 ト シ

菊地 宏

久慈正夫

工藤安造

熊谷アサ子

栗原誠治

小林琴子

佐を木栄子

佐を木清一

佐々木信子

佐々木 宏

佐藤昭夫

佐藤徳穂

佐藤紀子

佐藤由夫

佐藤行子

渋谷 トク子

城内仲悦

菅野恒信

杉沢隆悦

外館敬子

高橋精治

高橋ひさよ

竹村重男

田島守夫

く医学＞

浅沼礼子

渥美健三

阿戸時枝

飯沼敬子

井上 至

岩泉治夫

内館照子

鎌田ゑよ子

川村 ト シ

菊地 宏

久慈正夫

熊谷アサ子

栗原誠治

坂 正毅

佐々木栄子

佐々木信子

佐々木 宏

佐藤行子
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中川

那寅島

中谷

中塚

中村

中村

中村

南場

南部

橋爪

橋本

半田

久末

藤村

部田

松本

万年

三浦

多田

谷村

千葉

千葉

千葉

土川

土井

土井尻

中村

南雲

橋場

林野

平塚

平塚

細川

松岡

三浦

水内

三宅

宮野

村上

森本

八重樫

矢幅

山口

山口

山本

三上

宮崎

宮田

村上

森

八代

安井

安田

山田

山田

山田

横川

吉村

米永

輪島

渡辺

渡辺

渡辺

森

沢田

高橘

高橋

筑前

豊川

中村

奈良岡

奈良

新岡

福沢

福田

間瀬

松島

村上

森岡

八木沢

山田

渡辺

手

元
如
寿
淳
常
頼
晃
正
克

n戸一

>母 道

笹尾重一郎

佐々木明夫

定安正已

佐藤達雄

佐藤捷夫

佐藤夕子

佐野哲子

沢田誠一

沢田 巧

重康良行

柴崎達郎

島田辰彦

清水英一

従二陽子

庄司幸人

新保征敏

須貝京子

杉浦孝博

鈴木家寿男

須藤厚志

世界 仁

高木富久美

高田秀明

高田雅子

高橋健一

高橋友規

高橋八重子

高橋利一郎

滝田幸一夫

武井純子

竹腰三男

武田美智子

竹中九仁男

武良保晴

竜田典雄

田中克已

田中利夫

田辺富美子

谷口正人

田村富士男

土本武司

手島恵美子

徳永好治

名内順子

北

青山ゆきえ

浅川知子

五十嵐麗子

池田一夫

石川 孝

石黒須美子

石塚 治

石塚隆幸

一戸末吉

一橘 好

伊藤 孝

伊藤千代子

入宇田能 ’|頂

岩田繁行

岩渕郁子

上田 昌

後木有子

江田沢美知江

及能綾子

犬池松男

大久保桂子

大塚照政

大塚陽湖

岡 嘉彦

岡崎 猛

小笠原 修

萩原栄松

小野内勝義

織戸 満

片山正浩

川合正子

河合泰信

北村和郎

北明邦雄

国京三喜

黒沢百合子

腰岡多岐子

斉藤大四郎

斉藤義雄

坂井信弘

坂上恵子

酒城繁雄

坂元千鶴子

桜井 武

要
真
公
碩
由
抄
武
光

一
月

安部

阿部

五十嵐

岩城

岩渕

岩渕

上田

大宮

小木田

小倉

小山内

金崎

神田

工藤

斉藤

斉藤

坂本

佐藤
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成一

チ リ

喬

功

清昭

俊夫

均

慶作

秀

ト シ

孝

曜一郎

洋一

進

吟子

恵子

和子

真砂子

城内

杉沢

高橋

多田

谷村

士川

士井

土井尻

中村

南雲

林野

平塚

平塚

細川

三浦

水内

宮野

村上

仲悦

隆悦

ひさよ

克子

民子

智子

龍子

京子

良雄

孝行

京子

巌

孝子

文夫

茂子

美都子

貞子

＊各都道府県推進（支持）委員会によって実施された，一般調査を中心とする，
シンポジウムのための被爆者調査の調査員名簿。

＊とくに表示のないものは，一般調査員のほかに医学および生活史調査貝を含む

場合がありうる。生活史調査員のうち，調査データが日本準備委貝会に寄せら
れた分については，別に282ページに一括して掲載した。

＊都道府県は北から南へ並べたが，名簿の到着が遅れた数府県は後へまわした。
＊各都道府県内で氏名は50音順に並べたが，寄せられた名簿にフリガナが付され
ていなかったため，読みちがいがありうることをおことわりしておく。姓のゑ
しかわからないものは省いた。

＊多くの推進委員会から,送付した名簿以外に､も調査員がいる旨の述絡があった。
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愛木タエ子

浅沼礼子

阿戸時枝

飯沼敬子

伊藤明夫
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内館
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文雄

妙子

敦子

真知夫

fifjit子

朕子

山本カツエ 山家一美

行方 隆

吉川隆子

吉田 明

吉田秀 lli'i

吉田麻美

秋

池田和子

石田迎之助

柿崎八郎

桐田庇二

今野武二

佐々木幸雄

佐藤昭子

佐藤信四郎

佐藤信也

佐藤千万三

佐藤弘子

佐藤 豊

讃岐谷省一

福

く－般＞

石沢泰仲

板橋俊子

遠藤二三男

大内秀夫

大竹 篤

小沢恒雄

金谷昭雄

佐久間静江

情水不二雄

関根太一

高梨恒夫

津島美智子

長嶺 温

群

く一般＞

阿久沢 昶

阿久沢陽子

猪俣軍司

川田 日出子

く医学＞

桂 博澄

蘭池幸雄

小林敏夫

高柳孝行

米
米
渡
渡
和
和

八木明美

く牛活史＞

商橘 透

埼

小林保男

許斐鈴代

小松勝子

小山久代

小山玲子

斉藤 裕

酒井二郎

坂根倶子

坂根信義

佐倉五雄

桜木澄恵

迫田浜子

佐会木明美

佐々木節夫

佐を木ひと桑

笹本征男

佐藤勅夫

佐藤 誠

佐藤美津子

佐藤元子

里見香世子

沢村美知子

重光広子

篠川政江

樵原正彦

柴田ふ桑の

柴田光子

柴田由美子

渋谷正利

嶋 清志

島崎妙子

島田耕一

島田豊吉

清水礼子

下館 誠

生島 浩

慎 潤一

新富百合枝

真保信義

菅原秀三

諏佐剛央

鈴木英子

鈴木かづ子

鈴木きゑ子

鈴木善輔

鈴木． 正

鈴木正子

鈴木安三

鈴木喜子

鈴木義行

砂川三郎

関 富美子

関根文子

添田怜子

高岡 蕪

高野 設

高橋さつき

高橋達也

高橋信雄

高橋

高橘秀暢

高橋路子

高橋美保子

高橋義和

高畠談二

高見順剛

竹内 功

竹内一章冒

竹内芳夫

竹田邦男

武田輝雄

竹田美佐子

武山史郎

田・崎博芳

田沢忠男

多田 洋

田々井保夫

立川信夫

立谷正男

田中邦子

田中孝典

田中紀子

田辺俊三郎

谷浦正通

谷口勝美

谷本武彦

谷吉弘次

田畑啓子

田村カヨコ

都賀城太郎

出島艶子

寺西泰夫

藤平 典

徳永テル子

富田庸子

富村栄次郎

鳥原昭子

直井春海

永井

長尾

中川

永坂

中沢

中沢

長沢

中島

中西

中野

中村

奈良岡

成田

西

西尾

西岡

西野

布目

根立

野口

野．島

能勢

野本

荻原

橋詰

橋本

橋本

橋本

蓮見

:弓谷川

服部

羽根

濱田

浜谷

早川

春山

坂内

坂西

樋口

日比谷

平沢

平沢

平谷

平山

兵地

福島

福原

福山

藤井
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沢
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神垣信幸

上倉和子

上村茂之

神谷徳堆

河合英明

川上哲治

川口 隆

川島継徳

川地齢子

川崎節子

川平永介

河村博信

河村博文

神田重夫

神田礼子

木内礼子

菊地頭彦

菊地多喜子

岸 清次

鬼島一枝

儀同政一

北原恵美子

北原 則

木名瀬恵子

木村利枝

木村秀一

木村義高

木元貞義

久保 惇

態埜御堂美代子

栗田弘行

栗山明雄

黒木員利

桑田貞良

外戸口幸男

古泉佳子

河野涼一

郷野一子

小榑夏加

小島亮子

児玉民子

小番勇行

小塚仁志

五藤光子

後藤泰子

小西 明

小林忠宏

小林奈津子

小林正行
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和
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幸
ゑ
恵
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貞
治
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直
義

京東

く一般＞

青柳秀子

青山雅美

赤司卓也

赤塚 尭

秋山 順

浅利弘子

畔上敏雄

安達力 ツ

安達美智子

油本まり子

安部町子

甘利 浩

荒井さだ子

新井真一

安藤菊子

安藤束生

池上比呂志

池島愛子

石井美江子

石川度子

石川康明

石川政吉

石崎陽子

石田哲明

磯村信代

市川真砂子

一宮 洋

出原 隆

伊藤滋雄

伊藤直子

伊東洋一

稲垣正信

井ノロ まる代

今村誠治

･岩坂 止

岩崎裕朗

岩沢豊明

岩問はな子

植坂行雄

上野三枝子

上野やす代

植之原茂樹

上本重雄

牛田勝雄

~内田政男

姥山寛代

興砂洋治

玉

江川祐子

江口 保

江倉 I洞子

江戸愛子

遠藤利夫

大岡潤一

大久保信之

大島 勝

太田元吉

大高 忠

大谷良恵

大束達夫

大西清江

大場広子

大室公人

大森由美

大山 恵

岡田弘隆

岡田裕美

岡野信一

岡野辰昭

奥田雅史

奥村浩士

尾崎 トミエ

尾崎守夫

小沢謙吉

押切利広

越智ヤチヨ

音丸末広

小野徹哉

小野寺 敏

小畑光利

折戸明夫

鏡 玲子

角谷五昭

蔭山澄子

樫原啓子

梶原民男

片山信一

勝野達次郎

葛城初枝

加藤重雄

加藤力雄

金井 ミツ子

金久保典子

金山潤子

鐘ケ江ま さ

城

東海林

菅原

鈴木

鈴木

関

閏根
『z向 fP
Iゴ ノー

高津

高栃

高橋

向橋

高橋

商橋

高橋

武田

田中

田中

田中

田久

丹野

手塚

富岡

中山

名和

新妻

西沢

長谷部

早坂

林

原田

船川

古館

星

細渕

町田

松野

水谷

村尾

村上

元木

百井

森

矢野

矢吹

山田

秋保

浅沼

天谷

石崎

井城

板橘

伊藤

岩瀬

内記

遠藤

及川

大越

大沢

岡崎

落合

小野寺

片岡

片桐

片倉

片寄

加藤

門馬

金井

金沢

川上

川名

菊地

菊池

郷右近

栗山

小島

斉藤

斉藤

佐久間

佐鳧木

佐藤

佐藤

佐藤

佐藤

佐野

宍戸

島村

清水

清水

庄司

芳子

ふじ子

平一

優子

健一

国彦

司

一雄

呼子一
主へ

武

達郎

哲夫

幸子

良子

ゑみ子

煕巳

優子

長一

由美子

久江

宣良

伸樹

康子

二郎

明子

栄佑

博

和人

明美

直子

三七二

政則

富夫

幸雄

豊

則子

ノレ ミ

雅枝

アケミ

律子

満子

はしめ

忠

裕

＜一般＞

浅岡チ力

荒川善則

石井愛子

石井智恵子

石川一彦

石丸乾二

板倉佳子

伊藤英子

大久保忠一

太田栄理子

大渕喜代子

加藤たい子

木村公枝

木村輝一

越阪部頼和

小山初枝

斉藤茂男

佐藤武一

佐藤政美

下烏寛六

杉田はつよ

鈴木ちよ

鈴木ツ子

鈴木 寿

竹内 優

棚橋八重子

く医学＞

石丸乾二

伊藤 淳

伊藤英子

大久保忠一

大島慶一郎

太田栄理子

小野寺俊直

加藤たい子

木村輝一

熊久保朝正

弘実郁子

越阪部頼和

小林茂雄

小山初枝

佐藤武一

杉田はつよ

塚本茂男

宙樫李花

仲 隆子

中川千鶴

中野光三郎

中村忠夫

白 南仙

栃本 弘

促谷川洋子

馬場文三

原勘 澗

原田秀一

弘実郁子

藤沢弘明

藤牧キミ子

松尾 徹

間野絢子

見沢修二

宮崎俊光

柳下礼子

保田敏雄

保田富鷲子

山岸純子

山口淑子

吉住三郎

吉田セツ子

田

甚郎

孝三郎

幸男

良栄

仲世

悦子

恵子

昭康

宏志

勉

依四郎

蝶

鈴
商
商
商
成
西
宮
八
八
吉
吉
渡

木
橘
橘
橘
田
岡
田
品
幡
田
田
部

島

仲村哲郎

生江 隆

新妻恢一

二階久仁子

箱崎き よ

服部勝征

晴山一穂

半沢 ト シ

堀 孝彦

松谷彰夫

森下宏美

守谷早苗
看護学校学生若
干名

馬

橘
内
島
樫
山
川
島
田
牧
沢
野
戸
下
岸
田

谷

高
竹
寺
宮
仲
中
長
原
肥
藤
見
水
水
柳
山
吉

昭雄

優

万里子

李花

隆子

菊雄

洋子

満

舜太郎

キミ子

修二
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千逆

礼子

純子

セツ子

田崎

成瀬

本名

森田

篤郎

秀美

ノ、マエ

寛春

津久井

真木

町田

宮下

文
京
祐
歌

子
子
子
子
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橘本勝雄

橘本恭子

畏谷川 日豊子

服部 翠

馬場久美子

浜田 緑

林 和弘

赤名正夫

日比野璽男

平野敏雄

平間耕昌

昼間忠男

深沢千画子

深谷明子

福島赫雄

福田 彰

藤井 厚

藤田春洋

藤原繁子

二見健治

古谷三千雄

細岡タ ケ

細田喜輔

堀 小春

堀河シズエ

堀木正路

前嶋千恵子

前田美津代

真喜志康祐

牧田高蛸

松枝秀男

松尾スエノ

松田春子

松本志津子

松本達雄

馬渕隆映

鞠川 紳

丸 利、一

三浦慶子

水田 忍

水谷幸次郎

溝口優子

三田ひで代

南里吉夫

南 穆

簔島 勝

宮田哲雄

六岡島一

宗貞啓子

杉田サカエ

杉原敏男

杉本瑞枝

杉山茂夫

杉山敏夫

鈴木 淌

鈴木由美

鈴木良一

関田英雄

勧我部一征

商戸竹二

商橘健一

商橘久男

商橋弘昭

商橋よしひこ

竹下 裕

竹谷信雄

田中国雄

田中千重子

田中久喜

田中満津子

谷 為直

谷口隆志

谷村 斌

田元 香

塚本 正

土田 康

筒井幸子

戸塚智子

飛田倉治

富岡孝作

長尾正良

長尾演雄

長岡清四郎

長岡礼子

長沢久美子

中田一馬

永田龍久

中丸美智子

中村 清

中村文江

西 共栄

西垣良夫

西沢美保子

沼田三郎

根本正雄

野島 勇

野末侑信

野田 文

本村一之

森川定実

諸川久美子

八亟樫寿美子

矢田部俊夫

山岸恭一

山口 正

山田和民

山田 緑

新

く一般＞

相沢朝子

青柳健嗣

赤井純治

阿久沢真由美

荒井千代吉

新井守平

石黒三沙子

五十田幸子

板垣幸三

上杉あさ子

内山敏夫

遠藤健一

遠藤丈夫

小川房雄

小沢清喜

笠原奈保子

片山幸子

神田貞一郎

菊地良実

久保智子

桑原義信

小林貞利

小林正蔵

小林隆聖

斉藤スミイ

佐藤圭治

佐藤浩昭

佐藤康子

芝井美智

渋木信蔵

渋谷節子

神保昭一

鈴木 進

千田数雄

富

青山光夫

山本俊次

横井文代

吉永量美子

若林庄平

驚尾紀代

和田延博

渡辺英俊

渡辺礼子

迫浜診療所一同

潟

井沢

石田

上田

上田

内山

姥谷

大田

大野

大間知

押田

笠問

金沢

金平

加納

木沢

北沢

黒川

黒田

桑名

小池

小池

佐伯

酒井

佐々

沢田

塩田

関井

高
高
高
岳
谷
中
永
中
長
南
蜷
浜
火
平
古
堀
本
丸
南
美
村
安
山
山
吉
米
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久
吉
男
一
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渡
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史
一
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勲
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利
巌
雄
美
夫
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一
治

樹

善
康
寿
晃
正
隆
恵
良
鈴
鉄
桂
芳
清
雅
晴
幸
三
幸
修
寛

村尾 克

村上郡子

村木正弘

村田勝俊

村野和子

毛利民雄

持田郁子

森 松子

守岩 保

森山正男

森脇端彦

柳下良一

矢ロ町子

安村 博

簗瀬朝子

矢野健一郎

矢野 裕

八巻まさ子

山口恵子

山口 隆

山口 昇

山口勇子

山口雪雄

山下礼子

山田明彦

山本幸治

山本春敬

山本実見

山本長一郎

山本隆造

湯本雅典

横山順一

吉田一人

吉田サチ子

吉田雅則

吉田雄治

吉村道興

吉本悦夫

吉本寛三

吉元 トキ子

米内節子

米内達成

米津ゆき子

若林まどか

渡辺清明

渡辺徳長

生
雄
敬
子
孝
治
良
子
子
久
夫
二
子
雄
司
美
志
夫
明
美
彦
夫
夫
雄
勉
典
子

夜
ま
記

明
利
久
洋
治
義
長
小
す
逸
孝
律
外
留
広
英
保
明
勝
昭
義
文
幸
邦

野
畠
村
山
村
川
崎
島
瀬
部
川
田
爪
井
河
口
田
山

＜医学＞

済水 巍

田辺敏保

谷口 徹

村山隆志

福

安倍一光

磯山要三

羽尾洋子

大久保義之

虹井匿伍

亀井多津子

柄田善範

河合武夫

神田健一

後藤日雄

小林清子

下田屋一朗

下田屋洋子

白石恵子

城谷 豊

杉本孝蔵

杉本泰俊

鈴木真佐子

滝 史郎

田部研悟

山

く一般＞

赤池輝朔

大池 真

大越シミエ

小沢章次

川口仙一

小林健一

鈴木俊夫

長

く一般＞

相原文哉

赤松鈴子

朝田 捷

阿部修一

荒井芙美枝

安藤愛子

飯島教史

飯島英文

池田錬二

藤江きよ子

藤平輝明

藤原竹二

藤原 確

船越宣樹

古川 博

別府 修

宝谷 隆

細倉理栄子

細谷正幸

堀 房子

堀口哲俊

本間隆一

前川和彦

前沢美和子

前田千代

牧野茂子

益子 泰

増田智子

町田道一

松井蚕臣

松居康宏

松沢悟郎

松沢ひろみ

松下睦子

松田 ミ ヨ

松永高志

松本都紀子

松本 弘

松山 映

松山 清

間野絢子

丸本規雄

三浦節子

三上れい子

水沢雅子

御園 雅

三田真紀

光広茂子

南竹 恵

三森壽満子

三宅定夫

三宅順子

宮腰勝美

宮野由子

宮原のり子

く医学＞

王子生協病院

北 病 院

神奈川

赤岡利江 大口方さよ子

安芸康子 香川利一

秋元亜子 角田三郎

安部緋二 笠原侭雄

安部久子 風 1町弘子

天辰典郎 鹿勘幸雄

荒 つち子 樫村従子

新井イ‘苛隆 片山正年

新井善子 金子スエ子

新井義弘 兼平信子

飯島信行 蒲谷俊郎

飯田 トシエ 紙屋武子

伊倉二郎 河原田逆夫

石川凸一 菊池ス ミ

石渡貞雄 木部安来

泉岡幹人 日下雅文

板倉貞子 草間 飾

市川康太郎 久保政登

井手和代 久保ヨシミ

伊藤玄龍 久保木謙二

伊藤ヒサ子 栗山信子

伊藤昌雄 黒川万千代

伊藤雅夫 黒沢英吾

稲垣紘一 神津信子

井上直次 古夜多美子

井上与志男 小堺明子

井幡さとし 児玉兵庫

今井伸子 児林 茂

岩森壮介 小松和憲

内海淳子 小見山 肇

浦田自信 斉藤孝子

江沢健一 斉藤俊美

江浜美代子 斉藤貞弘

遠藤教温 佐々木千代松

遠藤正司 佐々木正実

及川祐子 佐藤英子

大井輝子 佐藤 修

大窪敏三 佐藤久良子

大地 ミサホ 塩田佐久馬

大場俊子 清水正勝

大橋茂子 白石 博

大都 一 白岩公子

大向巳蔵 新谷昌之

小川武満 菅野栄寿

荻野政明 菅野勝之

小田康雄 菅原正二

小野清明 杉浦登世子

石川勤労者医療
協会城北病院職
員一同

井

時岡

中

中島

西川

橋本

浜野

早川

林原

久泉

前田

前田

牧尾

益永

松村

武藤

森島

茂呂

山川

渡辺

孝史

幸俊

哲演

嗣雄

一郎

とし子

治

弘

タエ

勝見

芳子

映太郎

典昭

行雄

永二郎

すま子

佳津子

幸三

孝

商桑

商橘

向橋

高橋

高橋

高橋

田辺

中川

中沢

中村

名古屋

萩野

長谷川

羽生

早川

藤田

藤巻

藤原

星野

星野

本問

継田

丸山

三浦

峰村

柳瀬

山口

山田

米山

横山

若井

渡辺

渡辺

フ
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男
子
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一
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宮
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清
真
三
唾

宅
井
本
田
本
倉
田
谷

ﾉll 梨石．

＜一般＞

飯田克平

石井宏志

石川文夫

井上節子

今井育美

今井かなえ

入沢久夫

岩男耕三

岩佐幹三

梅原兼昭

押田愛子

喜多宗喜

黒梅 明

国分恵子

佐藤演子

清水 巍

清水正明

進藤牧郎

高
寺
寺
中
西
納
長
日
深
藤
毎
槙
水
最
山
山
吉

沢裕一

越晴美

越博之

谷真理子

本多美子

口清隆

谷俊二

谷 守

井一郎

田克彦

田真知子

坂章子

上由美

上光宏

下 栄

田英二

池外志子

鈴木

高梨

野沢

日比野

藤井

山田

米内

野

正 城
勉
博
学
信
志
子

朝
伸
幸

池田

石田

市岡

今井

植木

簿井

内堀

大熊

太田

久子

幸平

宏

みや子

京子

武介

四郎

淳

まゆみ

山

穴田き よ

中野共立病院

代々木病院
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用
司
勝
子
夫
輔

智
．
隷
一
善

山口

山崎

山崎

山田

山本

山本

三次

守之

政代

美佐夫

はつゑ

世志

浩正

村
望
森
森
森
八
矢

井
月

竹田雪森

竹村万知子

田阪茂樹

田尻幸夫

田中一一

田中暢彦

玉谷博子

田村卓也

出口 孝

寺沢千波

土井勝巳

戸床 トシ子

宮田 稔

伴野正雄

鳥山昌男

永井淑子

中神やちよ

中沢伸彦

中島 隆

永島かすゑ

中村翠ちる

名倉和子

成田悦子

西村春代

西本 伸

西本久司

蜷川千恵子

二村雅之

野場弘行

野呂輝明

長谷川清治

長谷川金重

花井幸雄

漬崎 収

林 浅吉

林 孝美

林 博

林 峰子

原沢久志

日置貞治

疋田晴雄

平岡充典

広川俊吉

福井良枝

福田義彦

藤倉英男

藤倉良子

藤島英治

古川利美

彦
美
成
子
夫
一
三
治
一
慎
郎
美
代
二
代
子
子
代
馨
勇
子
幸
子
二
郎
穂
義
英
子

奈
千
太
由
恵
紀

幹
真
一
美
一
彊
卓
正
準
雄
真
郁
章
孝
千
裕
千
佐
久
和
雄
太
栄
輝
正
紀

埋沼良久

古賀 武

小坂井敬一

小島安江

小嶋陽子

後藤茂雄

後藤千代子

小村真美子

近藤則子

済田正光

酒井健次

酒井雅彦

榊原匠司

榊原敏夫

佐々木 武

佐々木 便

佐々木悠子

佐藤 研

沢田昭二

志田暗美

篠田雅俊

柴田 勇

柴田専治

渋谷しのぶ

渭水八重子

白石和雄

白田理一郎

杉浦耕三

杉浦信子

杉浦正春

杉本出雲

杉山 晃

須崎元彦

須崎隆一

朱雀英八郎

鈴木一基

鈴木規夫

鈴木真喜雄

鈴木 守

鈴木美加子

隅川 潔

高木 誠

高木善幸

高島 緑

高瀬桂子

高塚正義

鷹見義直

竹内宏一

武田悟司

村
村
村
持
森
森
森
盛
安
安
柳
八
山
山
山
山
山
山
山
山
山
山
湯
吉
吉
米
脇
和
渡

瀬
田
松
永

細谷正明

堀木幹夫

前島 香

前田隆子

前平 勉

正林蝕城

墹田健一

松井千津子

松井哲男

松岡 進

松岡武夫

松田 修

松田正久

松村一隆

松本修一

松山秋男

三浦敬三

三浦孝明

水野秋恵

道下正已

水戸範幸

南上 寿

徹沢靖子

三宅和正

宮田光春

宮地 勲

宮野雅郎

宮本彰也

村井螢吉

く医学＞

相沢とし子

板谷席子

一ノ瀬美奈子

伊藤勝敏

今西恵子

岩瀬直子

岩永豊文

内喜千恵

大島和海

岡山伊久子

小椋千鶴子
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広島県被団協（佐久間澄理事長）

広島被爆者の会

広島県朝鮮人被爆者連絡協議会
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中
新
西
毎
牧
向
森
山

谷
村
里
本
熊

井
下
田 山

山根 明

渡辺節子

川

和市

和裕

康豊

勢子

孝江

たつみ、

艶子

誠

律夫

力 ヨ

和志

義男

啓司

信子

昌子

伸子

至

達
中
屋
久
河
田
元
田

伊
田
土
常
十
花
福
本
前
前
三
宮
室
山
山
横
渡

庫
住友

高木

高田

竹内

多田

土倉

天満

中条

長町

中村

西村

野口

箸尾

東本

平田

藤井

船曳

増田

増田

松永

真鍋

三島

三好

隆之

情行

政明

史子

幸男

尚子

満

正志

博

郁夫

ゆき率

卓

小夜子

政行

俊

九十九

俊夫

順子

正弘

始

恒雄

伸一

和子

良

高田

中塚

藤岡

松石

松田

宮崎

吉川

取

内田玲子

榎並勝次

大塚寿夫

大戸恒子

大西冴子

大脇由紀夫

岡部 浩

岡森利正

置塩信雄

萩原 登

奥井俊平

小倉祥子

小田垣民子

小田垣義和

恩庄 勇

梶原清子

加島文隆

片山卓二

加藤義行

金川幸雄

金田照子

空 哲
明
昭
夫
一
尭
胤

義
義
方
快
好

山 口

板垣 忠 林 雅孝

上野さえ子 原田千津子

木下謙治 松下武志

手鳴静江 山本陽三

永松初馬 米川清乃

橋ロ英博 渡辺栄次

山口大学ユネスコクラプ学生

山口大学文理学部社会学研究室学生

山口大学経済学部安部研究室学生

山口県立女子大学ユネスコクラプ学

生

毎日新聞山口支局岡本，下川記者

中国新聞山口支局大西記者 ．

読売新聞山口支局小川直人，西記者

西日本新聞山口支局河崎記者

朝日新聞山口支局坂口記者

田
上
地
山
本
本
山
辺

＜一般＞

明石孝男

足立智恵子

安東博子

石田 智

伊谷周一

伊藤武彦

稲田知代

井上喬子

上原正人

魚住侑司

梅垣宏子

速藤道丸

大川静枝

大久保美智子

大下佳司

大西正志

岡田美知子

尾崎 繁

金光典子

鎌田多恵子

I

前 律夫

常久勢子

h
一 一＝ ず －1 国←=.一一■一
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畑
畠
花
羽
浜
原
原
原
東
樋
平
平
福
福
福
福
藤
藤
藤
古
別
本
正
正
松
松
松
松
松
松
溝
溝
水
南
三
宮

安春

和之

典子

次郎

朝子

滴爾

利生

常一

澪子

孝子

チヨ子

民枝

紘一

紀彦

征子

忠装

甲芳

安雄

洋子

蕪

デヂイ

府

九十九

敏明

春男

渡

武敏

キ ミ

孝子

つゆ子

伍朗

広人

シヅヱ

和彦

哲文

京子

崎
崎
本
藤
山

彬
昇
枝
志
美
子
子
義
美
新
広
純
加
哉
走
郎
子
守
美
茂
枝
子
雄
美
博
昇
子
生
義
宏
明
雄
子
雄
正

久
重
多
次
シ

喜
哲
正
美
線
弘
照
隆
美
一
鬼
金
典
生
幸
良
守
雅
好
敏
和
久
正
博
俊
ナ
孝

竹田 節

竹本登美子

多田正幸

立田舵次郎

田中栄美路

田中スヱ子

田中鈴子

田中澄野

田中正子

田中美津子

田辺貞男

谷 一夫

谷 昭次郎

谷口保夫

谷杉勝義

玉井恭子

田村カヅ子

竹馬和子

塚原辰夫

塚本潔子

辻 良子

堤 輝男

手島照雄

士井金蔵

時枝京子

時待紘韮

中尼治雄

中岡丞陸

中坪淡好

長岡アヤメ

永岡卸重

永岡フミ子

永田恭雄

永田春野

中野雅櫓

長野五郎

中原キ ミ

中問景明

中村幸古

中村夏己

中山江里子

西岡恵美子

西村 突

西村玲子

野田 明

野田江美子

橋口留義

橋村フ ミ

長谷茂菩

宮
宮
宮
武
村
森
森
森
森
矢
柳
山
山
山
山
山
山
山
吉
吉
吉
吉
吉
芳
芳
吉
吉
吉
吉
吉
佳
米
若
渡
渡

稲尾

犬塚

井上

井原

今井

入江

岩崎

岩下

岩永

岩橘

岩橘

岩橋

岩本

岩本

岩本

上田

上田

牛島

後田

内田

内田

浦田

浦田

江頭

江上

江口

戎

大石

大石

大久保

大久保

大沢

太田

大谷

緒方

尾上

岡村

岡村

小川

小川

荻

小野寺

甲斐田

加末

鎌田

鎌田

鎌田

上戸

苅田

正志

征一郎

初子

良憲

太郎

美也子

滴春

盛茂

章

昭俊

宏

光子

アャ

伊勢蔵

武重

泉

清一

林

敏昭

逸郎

保信

満

むつ承

学

敏英

昭人

千太郎

博章

利恵子

真也

昇

一彦

信吉

泰夫

由美子

憲也

進

美智子

明

知里

元生

信吾

芳子

竹一

定夫

隆

信子

真弓

ﾉ、 ノレ

川口

川ロ

川ロ

川崎

川崎

川崎

川崎

川島

川野

川原

川本

神尾

北口

木下

清島

清島

久志

久保

久保

熊

黒木

黒木

小佐々

小綱

後藤

小宮

小柳

権藤

斎藤

斉藤

境

境

酒井

酒井

坂井

坂田

坂本

坂本

佐久間

桜井

笹田

笹屋

佐藤

佐藤

佐野

椎葉

式町

重村

篠原

清水

志水

白 ・石

末永

椙山

鈴木

鈴木

瀬川

園田

高谷

高比良

滝川

武田

竹田

立山

田中

田中

田並

田畑

反納

辻

士本

堤

津林

津村

津元

寺井

富上

所

土橋

烏山

長井

永柄

中里

中島

中島

中島

中ノ瀬

中道

中村

中村

中山

中村

波江

西

野村

浜村

林田

林田

寿
代
子
郎
エ
久
え
春
子
之
子
人
雄
雄
平
治
男
子
豊
子
樹
輝
郎
子
則
三
文
エ
子
男
義
江
子
子
郎
孝
美
エ
子
子
子
子
男
子
信
人
ブ
エ
子

千
ッ
ク
た
鼬
代
士
穂
ク
津
鶴
三
ミ
起
一
ノ
ミ
ル

三
ミ
ー
キ
武
つ
敏
千
－
紀
一
利
実
康
三
富
正
和
正
義
八
美
高
修
正
キ
節
武
一
小
千
久
泰
寿
恵
フ
洋
頼
由
弘
末
節
定
シ
ス
ハ

川原

川木

城戸

工藤

久保

栗木

黒岩

桑名

古五
一'一 効r1
I－I ‐LL

古五

後藤

小林

小林

小宮

酒井

坂本

坂本

坂本

笹田

佐藤

佐野

猿渡

塩川

志岐

執行

柴田

島崎

嶋田

島津

清水

下川

下見

下村

白滝

白滝

白谷

白水

城山

陣内

瀬尾

早田

平良

高木

高比良

高松

田上

田上

高山

葉山利行

原 純一

桧垣三枝子

日高隆二郎

平井久寿

平尾隆行

平田桑ち子

平野妙子

平松 厚

広畝百枝

深堀義俊

福島 宏

福島行義

福田年代

藤井千里

藤村紀隆

藤原春光

藤原正史

古立憲治

保坂 力

細田秀之助

堀 照代

堀田芳夫

前田政助

前田保子

増田行則

増山キサノ

松尾 武

松尾 浩

松尾由美子

松下孝幸

松島義信

丸尾勝彦

三浦賢治

三浦佐利

宮本暎子

宮本圭子

三輪公生

牟田美智子

村井憲一郎

村川 彰

森 照明

森 敏彦

森崎輝男

森永直樹

森山明子

矢倉和子

安永美恵子

柳原 勉

幸 松村

松本

村上

恭司

正志

輝子

高

幸代

安呑

幸恵

裕

由美

正夫

尚三

宏

優江

かおり

八垂

頼子

ひとみ

八栄美

福

良則

清武

幸子

幸子

正雄

右石

貞子

邦彦

照子

銑一

タヱ子

和生

春雄

安世

雅之

ミヤ子

亮二

良子

忠光

明彦

普

武雄

上デ

又八

泰九

シマ

しづえ

タヅ子

河
本
部
脇
山
吉
田
崎
渦
上
田
城
本
瀬
沢
本

小

山
山
渡
知
中
中
中
根
野
浜
平
前
間
丸
村
森
山

タエ.子

ミツエ

照子

孝子

玉代

勝利

鉄城

和子

雅章

義已

義文

美子

健三郎

成宏

朋子

純子

新
考士
勺一 J巳、

周子

清史

チエ子

ミ ツ

正彦

国弘

はるゑ

久吉

英樹

ミツノ

順子

徹

洋治

賢

弘

美和子

勇

えつ子

俊幸

徳人

鉄一

トキエ

敏幸

浩次

博巳

昇平

康雄

尚子

千鶴子

敏裕

初子

根
本
井
天
井
田
田
田
瀬

1‐，

刀し

千恵子

仲

子
繁
子
明
洋
子
子
二
保

タ
ン

マ ツ

操子

真子

義孝

里子

義壷

貞技

久雄

静枝

哲弥

正澄

法彦

刺子

重光

政子

カズ子

キミ子

浦

久子

富美枝

勉

二三男

マサエ

虎雄

豊

務

雁志

義広

イーマヱ、

たかき

典子

弥生

吉春

千幸

朝弥

秀美

秀一

ま り

正治

時子

満雄

一男

雅裕

達成

治郎

聖一

忠信

忠則

守也

三輪 薫

六車恵美子

森本節子

安村美和子

矢野美雪

山内由恵

山口 トミ子

山口真弓

山下葉子

く医学＞

梶 義照

田井フジ子

田中速夫

愛

く－般＞

青木俊一

束 幹雄

池田せつ

井上哲志

内田嘉明

岡井雅一

面野隆文

門田光昭

菊池敬枝

久保仲子

河野桂治

佐伯 尚

作田和夫

佐々木 泉

佐を木寿子

皿田典子

三宮禧子

く医学＞

在間安子

石井庸晧

岩井徹生

上野 リツ子

梅木芙美代

大川尚武

岡井雅一

岡本芳章

小原ハツ子

片上信子

神田美枝子

久保仲子

河野勝江

河野桂治

佐伯 尚

山
山
由
行
横
横
吉
和
渡

山
山
山
中

フ
ホ
心

初恵

由比子

佐智

渡

英明

美紀

和

美子

玲子

まゆみ

舷祐
勺'M2

イ'1"J

千恵

有田

伊与木

岩崎

岩田

大野

大森

岡田

沖野

菊池

北山

近藤

武田

田村

中越

道
保
省

川
本
山
島

口
原
口
田
山
田
田
田
永

口 卓

井九十九

田省二

野
藤
和

口
下
野
本
本
本
本
田
田
田
田
富
中
中
永
松
村
村
村
元
崎
田
辺
辺

媛

邦彦

卓

盛光

三千代

洋

真佐子

幸紀

唯雄

和夫

孝

康

政司朗

泉

五郎

幸子

博

戸
中
本
谷
波
名
本
川
本
本
川

宍
田
谷
中
野
浜
浜
古
松
松
宮
森
山
山
横
渡

木
竿
江
所
庄
池
森
浦
枝
尾
岡
岡
岡
口
尻
田

岡

上田

裏辻

占部

江川

江崎

大石

大神

大木

大下

大野

大野

大野

大野

大野

大脇

大渡

岡田

岡野

小笹

小野

小畑

樫本

加藤

金子

神川

川上

川ロ

川崎

武

敦子

藤秋

突雄

利勝

正人

千代政

松子

新

栄治郎

シズエ．

慎八郎

チヱ子

正木

為常

洋一

ユキミ

省三

大

純子

良平

ミキヱ

はるか

正道

浩

正憲

昇

一正

赤土

朝原

阿比留

荒木

荒木

荒谷

荒浪

飯田

飯田

飯塚

生田

池田

池田

池田

石川

石田

石橋

板場

市村

伊藤

伊藤

伊藤

伊藤

伊藤

井上

入江

岩本

植木

河
本
田
部

原
内

節子

信子

康史

美智子

久子

恵理子

勉

初子

真佐子

博久

節子

兼家

進

信輝

喜敏

清
田
丹
妻
寺
戸
永
二
浜
桧
日
平
藤
前
舛

水
中

長

く一般＞

青山道夫

秋月辰一郎

東 征男

新木幸次

荒木 茂

荒木正人

荒木ヨシエ

荒本吉雄

碇 勝彦

碇 慶見

崎

烏
尾
田
瀬
官
名
垣
野
井
本
川
井

生月

池下

池田

池田

石田

石原

石原

泉田

磯田

伊東

ヨリ子

晶也

正明

ミドリ

俊幸

秋光

都四

和正

美代子

文枝

’
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寺戸三也

永井正治

中尾光良

長倣幸二

中村 照

西尾幸子

野田軍一郎

林 登

林

原 初子

福田佳代子

藤田谷次郎

く医学＞

金森ひろたか

く生活史＞

有馬み､や子

光
嘉
夫
吉
勇
宏
一
司
代

吾
朗
子
作
雄
勝
一
健
蔽
子
子
雄
津

省
五
恵
正
徳
純
恒
世
忠

持
矢
山
山
横
吉
渡

西
浦
原
井
木
田
域
藤
田
楽
見

津

堀
松
松
丸
三
道
森
山
山
吉
柳
両

田
野
ロ
本
山
田
辺

磯

市岡

市川

市木

市田

糸井

稲井

今井

今田

今村

宇野

上田

上原

植木

植田

梅原

梅原

江幡

遠藤

小笠原

小川

小域

小倉

小谷

小野

越智

尾本

大石

大木

大城

大関

大沢

大池原

大槻

大槻

大秦

岡田

岡田

岡田

岡本

岡本

岡本

岡本

岡山

奥村

奥村

桶田

Y甲

加藤

松尾和代

松本成郎

問野絢子

三浦志津枝

御凹 雅

皆川 商

向井俊子

く医学＞

飯足仁之

市原沌雄

伊藤則子

大場敏明

岡村美津子

加瀬功江

栗原優美子

後藤利子

斉藤秀二

柴田 稔

添野和子

田中範子

く生活史＞

有坂侭明

右坂フミ子

石田叔子

犬野勇夫

奥田勢津子

島

く一般＞

吾郷房雄

安食永吉

石川喜佐人

石田忠義

伊藤多市

糸賀 充

稲田 堂

井上尚人

猪俣安弘

猪股行夫

今田克彦

大賀忠子

大島一三

大橋 進

奥野 栄

奥野展恵

尾崎 昭

勝田康江

勝部幸夫

川方啓太郎

淑子

義行

迪彦

学

実

元彦

フーサエ

興治

直弘

陽一

迪男

博史

吉雄

しずの

信

孝

三夫

博

滋

徳治

正

厚雄

吉直

花子

彰

潔

寿比古

豊光

純

美代子

健朗

伸子

昌子

隆夫

弘和

忠明

正夫

元孝

行雄

新一

弘次

美津子

優理子

稔

克海

重久

啓史郎

和美

たま子

形野和彦

片山 享

勝野修子

門脇 馨

金森光代

兼定テイ

蒲田英介

神 敏郎

神谷美智枝

勉山窩美子

川浦聡子

河音久子

川崎昭信

川端国世

川端千賀子

木村武子

木村正美

木村松三

木下順三

北村英機

草刈恵子

久保渕赫子

栗山 崇

小梶 晃

小林 晋

古藤千佳子

小牧伊太郎

小松正明

小南 仁

駒木根淑子

郷原充夫

五藤久雄

佐久間安彦

佐を木久雄

佐竹卓二

佐藤修子

佐藤高司

佐藤正路

佐伯美香子

阪田静子

猿渡淳一

猿山由美子

沢田雅文

沢田義男

志治 トメヨ

志原敏照

塩見修二

重歳憲太郎

島田洋子

一
丁
一
子

山下兼彦

山下くに子

横田さよ子

大

阿部輝代人

右定 勇

池田直次郎

岩田明人

宇都宮 茂

梅木宗入

江藤イ自我

小野幸人

情藤一朝

河野たか子

小仲栞一

小宮屯松

小若女滴治

千

く一般＞

相川喜七

青木一恵

赤木太郎

浅利勝美

荒川京子

有坂信明

有坂フミ子

安藤正雄

飯島靖雄

池上哲郎

石井文一郎

石田泰雄

石渡 孝

市原龍雄

市村 豊

今井 俊

岩瀬宝作

大塚和子

大村美佐江

小川重喜

小川ハツエ

小川由起恵

荻谷光一

小沢 剛

春日井道子

片野光雄

金子幸雄

河辺祐子

検山

吉野

渡辺

分

佐を木

佐藤

商取

田原

多武保

野口

羽矢

藤岡

古川
一

刀弓

山本

吉田

波辺

杭
α ｳ q”

匠

飾

嶋村康則

清水紘一

柴田祐子

庄田節子

白波頼 弘

白水洋一

慈道裕治

神保謙司

杉本利一

鈴木 修

鈴木秀治

瀬尾純雨

園田義次

田井太加次

田井中克人

田岡昌子

田多良 稔

田中昭男

田中淑子

田中豊和

田渕啓子

大釈泰子

高木治子

高崎頑夫

高頓 久

高橋敬子

高橋繁子

高畑美佐子

高山昭二

滝川一樹

竹口玲子

立藤政治

玉木 慈

辻 是光

辻 説子

辻 善一

辻 輝雄

堤 泰子

坪内 勇

烏羽美子

烏垣旬子

徳本 茂

寺嶋美佐子

寺山忠好

中井 洋

中尾孝治

中川喜美子

中川健治郎

中島知子

田恒雄

田 ′、ルノ

野一郎

山マサ子

原寿一

武千伽子

杉重幸

辺栄子

辺照子

谷頼子

吉
吉
吉
吉
吉
力
若
渡
渡
綿

中西柔な子

中村寿孝

永井美知子

永原 該

長江冨美子

長島幸子

南部治雄

新田敬治

西尾啓子

西岡註智子

西垣仁三郎

西川和一

西川幸子

西川重堆

西村博史

西村真規子

西村三恵子

西本敬子

西山健治

西山裕美子

野口憲男

紀平昌義

長谷川明子

長谷川清子

長谷川澄夫

長谷川道明

橋本順一

服部和一

服部富貴子

浜野幸雄

林 憲子

原 正夫

菱井和美

疋田 覚

久光吉夫

姫井 真

平川真由美

平野重逸

平光里美

広瀬 茂

広瀬敏博

広瀬 守

深田泰弘

福島幸一

福田幸子

福本賀津子

藤井 昌

藤田直也

藤本初美

山口 ミヨコ

山ロモヨカ

山下明裕

山下浩正

山中 洋

山本和明

山本昭一

山本鈴子

山本正則

吉川真理子

く医学＞

岩永光治
（以下，十善会病
院）

山田 道

吉岡 朗

森川 彰
（原子爆弾被爆者
対策協議会）

秋月辰一郎
（聖フランシスコ
病院）

哲翁昭邦
（哲翁内科）

佐久間洋子
（以下，鮫島耳鼻
咽喉科）

鮫島千秋

福井 順
（福井病院）

石橋智栄子
（以下，済生会病
院）

深町浩士

河本定久
（放射線影響研究
所）

貞森直樹
（長崎大学医学部
付属原爆後障害医
療研究施設内科）

植村静次
（以下，原爆病院）

角尾澄夫

鹿谷隆朗

柴田晃毅

千布光三郎

千代田 晨

迎 英明

池田美代子
（以下，市民病院）

池辺 璋

居原 健

北村 喬

木下 勇

小泉幸夫

坂上節代

高峰サツエ

田口久雄

和
慶
哲
瑞夫

士
将
治
夫
壁
彦
弘
実
正
樹
男
信

忠
節
純
亜
英

田村

徳田

友寄

南垂

花井

人見

藤井

松本

山田

横内

吉岡

せつ子

きゑ子

明子

一吉

透

英子

照子

容子

直美子

裕之

優子

利津田寅雄

朝長邦男

蛸本栄江

松尾小夜子

村上 要

森 スズヤ

森 英昭

横内純子

吉雷 操

石川幹子
（以下，大浦診旅
所）

石川 連

井上正吾

上戸真弓

f j.(;洋子

木村直子

久保江直子

迫 清子

菅 政枝

添田美代子

岳川清司

富田満夫

中島、紀子

長田和敏

永田勝美

野田茂代

浜崎鈴子

原田久子

渕上ゆかり

補伽政幸

増永鈴子

丸尾喜美子

丸野義忠

溝口勝子

宮崎敏子

宮崎富子

森 末子

森 みすず

山田久保搾
戈
吋
卿

－
１
ノ
ｒ
ｌ
４

岐

く一般＞

井深冴子

今尼あさ子

臼井一

大沢信子

奥田守男

柿内信之

加納義久

北村修保

久保山 昇

久米為子

交吉ちづ

沢田 稔

篠崎喜樹

千賀郁夫

田中正弘

部
田
田
澄
佐
田
田
藤
山
田
口
田
田
本

阜
西
野
野
羽
畑
林
早
堀
武
村
安
薮
山
山
山
山
都

々

男
雄
男
幸
治
代
男
子
夫
司
澄
梓
光
透
子
堯

千
し
代

鋭
龍
和
一
良
美
和
よ
久
美
眞
正
安

葉

淑子

利千子

江美子

クニ子

宮子

金沢

小西

斉藤

佐藤

田辺

根

タカ子

秀夫

十四子

宏文

芳和

和三郎

愛子

重盛

京子

節子

和子

滋津子

晴二

克巳

博史

覚

正雄

時夫

真保子

幸雄

俊哉

友睦

茂春

義彦

喜一郎

たか枝

則子

富美子

岸
熊
小
近
近
松
椎
椎
鈴
住
高
竹
館
田
田
塚
齢
富
烏
仲
西
西
荻
花
日
久
堀
其

本
中
藤
藤
井
名
莱
木
田
橘
村
山
中
中
崎
岡
田
井

和子

美知子

智光

秀司

時雄

久江

智恵子

頼人

典弘

節子

幸男

研三

知代子

司

立夫

将
少志

聡

寿夫

光秤

彰雄

上
津
田

川
河
神
岸
木
木
倉
河
小
後
坂
迫
宍
品
島
田
田
田
玉
茶

村
幡
橘
野
谷
藤
田
田
戸
川
田
中
中
原
田
山

京

＜一般＞

相費啓司

青山征男

赤井信吾

赤染益輝

赤松慎市

芦田丈司

足立喜公

束 忠一

荒木泰子

新矢陽子

有黄みさか

安藤和明

良枝

良太郎

進

邦夫

貴太

和徳

均

巳代子

孝司

了

一郎

義三

蕨
吹
上
上
上
合
倉
村
本
内
田
井

伊
伊
井
井
井
居
井
井
井
池
池
石

田
広
原
沢
喜
松
川
鴫

ｄ

０

日

田
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＜生活史＞

柏松昭一

速藤 滋

田渕啓子

和

生駒派司

岡本俊史

小川竜一

加藤元昭

喜多孝一

楠本熊一

楠本順三

児玉竹次郎

坂本知一

更家 弘

世古裕務

山田順一 山本重三

山田美代 余根田 保

山田祐子 吉岡栄一

山本彰子 吉川朝錐

山本佳代子 吉田悦子

山本久美香 吉田 締

山本光一 若狭 寿

く医学＞

日本赤-'一字社京都鋪一赤十字病院

日本赤十字社京都鋪二赤十字病院

洋二

迫子

美佐江

豊

繁夫

雅子

敏子

秀一

美和子

恵美子

蹄子

剛

茂嗣

啼彦

一郷

佳秋

雅子

八寿子

玲子

耕司

三好

三輪

南里

宮下

宮本

宮本

村林

村松

森

森下

森田

森本

矢野

矢野

安田

安田

安田

山内

山崎

山田

山田

舟木秀夫

古川照子

辺見登美男

細井未央子

細野幸夫

細見信夫

堀川 修

堀田恵美子

前川幸栄

前田 茂

地田征治

増田光夫

松下昌一

松下保夫

松田豊子

松永ふ朶

松村 茂

松本 修

松本彦也

丸尾孝夫

丸岡文暦

デ識
吟、

未央子

永原

細井

資 料
歌 山

中
中
中
西
迫
橘
番
日
藤
山
山

尾英雄

筋喜久夫

村性一

野政太郎

問寅男

本 功

健

浦秀文

田勝彦

田三代士

本輿治

京都博愛会病院

済生会京都府病院

長生会病院

安井病院

上京病院

右京病院

北 病 院

吉祥院病院

九条診涼所

久世診療所

川端診疲所茂

蕊シンポジウムの諸役員

灘国際準備委員会／国際スポンサー／

国際調査団(第1段階）

鱗日本準備委員会／広島準備委員会／

長崎準備委員会

議シンポジウム推進団体連絡会議

嬢都道府県シンポジウム推進(支持)委員会

灘シンポジウムのプログラム

蕊シンポジウム(第2段階)への招請状

"NGO軍縮特別委員会の関連決議／議事録

灘日本シンポジウムの発展・意義・支持

」 ｛
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シンポジウムの諸役員

究所）

マリアン・ ドブロシェルスキー（ポーランド国際問題

研究所）

運営委員会

総会議長

国際側

アーサー・ブース（国際平和ビューロー）

ペギー・ダフ（軍縮と平和のための国際連合） ,

チッタ・ピスワス（世界平和評識会）

ピエトロ・ラピチレラ（世界民主青年連盟）

シェーラ・ヤング（婦人国際平和自由連盟）

日本側

柳本嘉昭（日本宥年団協議会）

山高しげり （全国地域婦人団体連絡協議会）

天池清次（全日本労働総同盟）

壬生照順（核兵器廃絶をめざす宗教者NGO連絡会

議）

中林貞男（日本生活協同組合連合会）

槙枝元文（日本労働組合総評議会）

主要役員

運営委員長

アーサー・ブース

起草委員長

三宅泰雄（日本学術会議会員）

事務局長

川崎昭一郎（千葉大学）

会計責任者

服部学（立教大学）

スポークスマン

原田束眠（病院長）

小野周（東京大学）

田沼肇（法政大学）

ユウェイス・アハメド（スリランカ）

ジョセフ・ロートブラット （英）

メアリー・カウフマン（米）

総括報告者

フランク・バーナビ（英・ストックホルム国際平和研

国際側

ショーン・マクブライド（国際平和ビューロー）

アーサー・プ･一ス

ペギー・ダフ（軍縮と平和のための国際連合）

ピエトロ・ラピチレラ（世界民主青年連盟）

シェーラ・ヤング（婦人国際平和自由連盟）

ローズ・プース

チッタ・ビスワス（世界平和評議会）

ファニー・エルデマン（国際民主婦人連盟）

フイリツプ・ノエルーベーカー（国連協会世界連盟）

ヴィケンチ・マトヴェーエフ（ソ連）

バーバラ・レイノルズ（米）

ユヴェイス・アハメド（スリランカ）

日本側

三宅泰雄

川崎昭一郎

庄野直美（広島女学院大学）

草野信男（前・東京大学）

石田忠（一橋大学）

川田侃（上智大学）

関屋綾子（日本YWCA)

佐藤行通（日本山妙法寺）

新井則久（日本労働組合総評議会）

伊東壮（日本原水爆被害者団体協議会）

起草委員会

三宅泰雄

フランク・バーナピ

マリアン･ ドブロシェルスキー

ァーサー。ブース

’
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石田忠

総括報告者

グウェンディ ・ナイト （英・児逝粘神医学）

山手茂（東京都神経科学総合研究所）

第Ⅲ分科会

議長

ウイリアム・ ロリンズ（全米キリスト教会協議会）

坂本宏（フレンド世界協議委員会）

ジョージ・フックス（オーストリア･国際平和研究

川田侃

今田斐男（長崎平和教育研究会）

今堀誠二（広島大学）

総括報告者

ナタリー・シャイラス（米）

岡本三夫（四国学院大学）

第Ⅳ分科会

議長

ヴィケンチ・マトヴェーエフ

イレネフツ・マテラ（世界民主青年連盟）

国際平和研究

川崎昭一郎

ショーン・＝マクフ'ライト・

ジョセフ・ロートブラット

アレクザンドル・カリアディン（ソ連科学アカデミー

・世界経済国際関係研究所）

フィ リップ・ノールーベーカー

分科会担当役員

第1分科会

議長

フランク・バーナビ

ジョージ・ウォルド（米・ハーバード大学）

パゥェル・ラムザエフ（ソ連・放射線衛生学研究所）

秋月辰一郎（聖フランシスコ病院）

草野信男

高部益男（放射線影秒研究所）

総括報告者

L・B・シタニック（ハンガリー・フレデリック・ジ

ョリオーキュリー名称国立放射線生物学・放射線術

シンポジウム国際準備委員会の機構と役員

所）
スイス平和評議会(SPC)

国連協会世界連盟(WFUNA)

3． 国際調査のスポンサー

国際調査を後援することに賛同するNGOと個人はリ

ストにし，その名前は必要に応じて発表される。スポン

サーは，国際準備委員会の会議についての情報を提供さ

れ， また国際準備委員会の会議に出席し発言できる。ス

ポンサーは財政的醗出を行なうことが求められる。国際

準備委員会ビューローは国際準備委員会の会談が開かれ

ない期間， スポンサーを代表して活動する。

4． 国際準備委員会とそのビューローの役員

会長ショーン・マクブライド

副会長 （ビューローを構成する各NGOは副会長を

1名指名できる）

ペギー。ダフ(ICDP書記長）

ピエトロ・ラピチレラ(WFDY会長）

ヘフジバー･メニューヒン(WILPF)

会計責任者ジャン・ピエールーロシェ(SPC)

議長アーサー。ブース

ジュネーブ事務所との東京駐在連絡員川崎昭一郎

東京事務所とのジュネーブ駐在連絡員ローズ。ブー

ス

1． 構成

国際準術委員会は開かれており，国際シンポジウム

（第2段階）の準備と支援にたいして助力したいと望む

非政府組織は，国内組織，国際組織を問わず，すべて加

入できる。加入した非政府組織には， シンポジウムの成

果を世界に普及すること，およびその能力に応じ100ス

ィスフラン（吐低基準額）を単位に醸出することにより

ジュネーブ本務所蛮の財政を援助することが期待されて

いる。

大きなNGO, とくにジュネーブに近いNGOはビュ

ーローの常任委員1名を指名するよう要請される。

2． ビューロー

下記のNGOはビューローを構成するため委員を指名

することが要請された。ビューローは国際準術委員会の

会談が開かれない期間，国際準備委員会と国際スポンサ

を代表して活動する。

国際平和ビューロー(IPB)

婦人国際平和自由連盟(WILPF)

世界平和評議会(WPC)

軍縮と平和のための国際連合(ICDP)

世界民主青年連盟(WFDY)

国際民主婦人連盟(WIDF)

国際国連学生運動(ISMUN)

生学研究所）

庄野直美

第Ⅱ分科会

議長

メアリー・カウフマン

ルネ・ワドロー（スイス・開発研究所）

金子逸（世界民主青年連盟）

中鉢正美（慶応義塾大学）

横山英（広島大学）

ペギー・ダフ

関屋綾子

佐藤行通

新井則久

北西允（広島大学）

総括報告者

シェーラ・オークス（英）

福島要一（日本学術会議会員）
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国際調査団（第1段階） のメンノ、一シンポジウムの国際・スポンサー一覧

＊国際調査団のメンバーでシンポジウム第1段階に参

加できなかった方

h

戦争抵抗者インターナショナル(WRI)

国際民主婦人連盟(WIDF)

婦人国際平和自由連盟(WILPF)

世界YMCA同盟

世界連邦主義世界協会(WAWF)

世界キリスト教会協議会(WCC) [国際事悩に関す

る教会委員会〕

世界民主青年連盟(WFDY)

世界科学者連盟(WFSW)

国連協会世界連盟(WFUNA)

世界平和評談会(WPC)

平和・独立・諸国人民の平等のためのユーゴスラビア

団体 国際側専門家

自然科学

p、V･ラムザエフ ソ連，放射線衛生学研究所， 、

国際放射線防護委員会委員,WHO推薦。

J ・ロートブラット イギリス， セントバーソロミ

ュー医大病院，前パグウォッシュ会談事務局長,W

HO推薦。

ジョルマ．K･ ミエッチネン フィンランド，ヘル

シンキ大学，放射線化学, NGO推薦。

ジョージ．ウォルド アメリカ， ハーバード大学，

生理学， ノーベル蛍受宣, NGO推薦。

高部益男日本，放射線影響研究所常務理事,WHO

推薦。

阿波章夫日本，放射線影響研究所，臨床検査,WH

O推薦。

L・B・シタニック ハンガリー， フレデリック。

ジォリオーキュリー名称国立放射線生物学・放射線

衛生学研究所所長,WHO推薦。

ダニロ・ペトロビッチ ユーゴスラビア，ルデル・

ボスコビッチ名称研究所，放射線生物学,WHO推

薦。

ズデネク・ディーンスツピエチェコスロバキア,チ

ャールス大学，原子核医学,WHO推薦。

アラブ法律家連盟

アジア仏教徒平和会談(ABCP)

オーストリア平和協会

キリスト者平和会談(CPC)

平和研究者・活動家国際会議継続委員会

科学と社会のための評議会〔イギリス〕

友和会(FOR) [イギリス， アイルラント・〕

フランス万国平和協会

フレンド平和・国際関係委員会

フレンド世界協議委員会

ドイツ平和協会〔戦争抵抗者インターナショナル西ド

メアリ一・M．カウフマン アメリカ，国際法,＝ニ

ュールンベルグ裁判検察官, NGO推薦。

ユウェイス・アハメド スリランカ，教育省教育局

長, NGO推薦。

アレクサンドル・カリアディン ソ連， ソ連科学ア

カデミー・世界経済国際関係研究所，軍縮問題・国

際関係， ユネスコ推薦。

エレオナラ・マッシーニ イタリア，世界未来研究

連盟書記長，社会学， ユネスコ推薦。

淳叩
総括報告者

ルネ・ワドロー スイス，開発研究所，社会学, N

GO推薦。

E・H。S・バーホップ＊ イギリス，ロンドン大学，

核物理学，世界科学者連盟会長， ユネスコ推薦。

マリアン・ドブロシェルスキー ポーランド， ポー

ランド国際問題研究所,国際関係・軍縮問題・哲学，

NGO推薦。

フランク・バーナビ イギリス， ストックホルム国

際平和研究所(SIPRI)所長, NGO推薦。

イツ支部〕

軍縮と平和のための国際連合(ICDP)

国際婦人評議会

国際平和ビューロー(IPB)

国際国連学生運動

国際学生連合(IUS)

環境研究と保全のための国際青年連盟

平和のための労働者行動

リューベック・クエーカー会議〔西ドイツ〕

全国平和評議会〔イギリス〕

北部イギリス・フレンド平和理事会

オムニア・ムンディ

オスロー大学・紛争と平和研究部

レジスト 〔アメリカ〕

スイス平和評議会

ウプラサ大学・平和と紛争研究部

婦人の声

個人

フィリップ・バーバー（英）

リッチ・カルダー卿（英）

ヘフジバー・メニューヒン・ハゥザー（英，米）

ラルフ・ヘグナウエル（スイス）

G・ダール・ヘンセン（ノルゥェイ）

アーサー・ヒューレット （英）

ジェームズ・アヴェリ ・ジョイス（英）

ポール・ 』 。M・ルケ教授（仏）

ポール。G・M・レヴィ教授（ベルギー）

ショーン・マクブライド（アイルランド）

ジュール・モック博士（仏）

アルヴァ・ ミルダル（スウェーデン）

フィリップ。 J・ノェルーペーカー卿（英）

ヘルムート ・フォーケル博士（西独）

助言者

バーバラ･レイノルズ アメリカ’ ウィルミントン

大学，平和教育。

ジュディ ．ダールーハンセン オーストラリア,W

HO職員，保健教育。

社会科学

エリス・ポウルディング＊ アメリカ， コロラド大

学，社会学， ユネスコ推薦。

ロバート・ジェイ・ リフトン＊ アメリカ，エール大

学，精神医学, NGO推薦。

グウェンディ ・ナイト イギリス，児童精神医学，

NGO推薦。

ヘクタ・グロス・エスピエル＊ ウルガイ，社会学，

ユネスコ推薦。

2－
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日本側専門家

専門委員 中鉢正美（慶応義塾大学，経済学）

松本金寿（前・東北大学， 日本学術会議会員，心理

学）

湯崎 稚（広島大学原爆放射能医学研究所，社会

学）

シンポジウム日本準備委員会の機構と役員自然科学・医学

飯島宗一（広島大学長，病理学）

石田 定（広島原爆病院内科部長）

大北 威（広島大学原爆放射能医学研究所長，血液

学〕

岡島俊三（長崎大学，生物物理学）

小野 周（東京大学， 日本学術会議会員，物理学）

草野信男（前・東京大学，病理学）

田島英三＊（立教大学，物理学）

西森一正〔長崎大学，医学）

原田束眠（広島・原田外科病院院長）

三宅泰雄（日本学術会議原子力問題特別委員会委員

長，地球化学）

調整委員・総括報告者

を作成する。

自然科学委員会

医学委員会

社会科学委員会

平和教育委員会

(2)組織委員会

下記の小委員会より構成される。

企画委員会

調査委員会（被爆者調査）

広報委員会

国際委員会 ． 、

募金委員会

(3)広島準備委員会

(4) 長崎準備委員会

＊ ＊

1． よびかけ人

日本準肺委貝会の結成を呼びかけた78氏は助言者をつ

とめる。

2． 日本準備委員会幹事会

被爆者問題に関与してきた約50名の個人によって構成

され， 日本準伽委只会の意思決定機関であり， 日本準備

委員会の日常の活動の方向づけを与える。

3． 代表幹事

日本準陥委員会および同幹事会を代表する。下記のメ

ンバーで描成される｡ (いずれもよびかけ人であり幹事

会の椛成貝である｡)

飯島宗一（広島大学，病理学）

草野信男（前・東京大学，病理学）

具島兼三郎（長崎大学，国際政治学）

佐久間澄（前・広島大学，物理学）

上代たの（前・日本女子大学，英文学）

任都栗司（前・広島市議会議長）

槙枝元文（日本労働組合総評議会議長）

三宅泰雄（日本学術会議会員，地球化学）

森滝市郎〔前・広島大学，倫理学）

行宗 一（日本原水爆被害者団体協議会代表委員）

4． 事務局代表

秋月辰一郎（長崎・聖フランシスコ病院）

伊東 壮（山梨大学，経済学）

川崎昭一郎（千葉大学，物理学） （事務局長）

庄野直美（広島女学院大学，物理学・放射線生物

学）

関口 和（国鉄労働組合）

秋月辰一郎（長崎・聖フランシスコ病院医長, JNP

C覗筋局代表）

伊東 壮（山梨大学，社会学, JNPC本務局代

表）

川崎昭一郎（千葉大学，物理学, JNPC本筋局代

表）

庄野直美（広島女学院大学，広島大学平和科学研究

センター容貝研究員，核物理学・放射線生物学, J

NPC覗務局代表）

田沼 壁（法政大学，社会学, JNPC本務局代

表）

服部 学（立教大学，物理学, JNPC事務局代

表）

布施理正＊（カナダ・ヨーク大学， 同志社大学客貝

教授，社会学）

(注) JNPCはシンポジウム日本準術委貝会の略

社会科学・平和教育

石田 明（広島平和教育研究所事務局長，平和教

育）

石田 忠〔一橋大学，社会学）

川田 侃（上智大学， 日本平和学会会長，国際関係

論）

具島兼三郎＊ （長崎大学長， 国際政治学）

関 寛治＊ （東京大学，平和学）

＊

日本NGO共同主催委員会と地域支持推進委員

会

日本準備委員会は， シンポジウムの科学的客観性を保

証し，内外を問わず政治的その他のバイアスをさけるた

めに個人を基礎に構成される。各界各分野のすべてのN

GOと個人がシンポジウムの準備と組織に積極的に参加

するよう望まれる。

日本NGO共同主催委員会は日本準備委員会にたいし

必要な人材，資料，財政を提供する。

地域支持推進委員会は各都道府県およ府県および市区町村につ

シンポジウムの趣意を普くられ，被爆者調査を行ない，

及し，募金にとりくむ。

田沼 確（法政大学，経済学）

服部 学（立教大学，物理学） （会計責任者）

5． 諸委員会

日本準術委員会幹事会のもとに下記の4委員会を設け

る。

(1)専門作業委員会

下記の4小委員会を通じて国際調査のための作業文書
国際調杳団初会合（東京・学士会館）

L

」
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大西良度（清水寺貧首）

岡本正直（広島大学原爆放射能医学研究所長）

小川岩雄（立教大学，物理学）

小川政亮（日本学術会談会員， 日本社会事業大学， ’

社会法学）

越智勇一（日本学術会談会長,麻布獣医科大学学長，

家畜微生物学）

小野 周（日本学術会議会員，東京大学，物理学）

小野すみ（日本基督教婦人矯風会会頭）

加藤周一（医師，評論家）

川田 侃（日本平和学会会長，上智大学，国際関係

論）

草野信男（前東京大学教授，医学）

櫛田ふき（日本婦人団体連合会会長）

具島兼三郎（長崎大学長，九州大学名誉教授， 国際政

治学）

久保全雄〔日本学術会議会員，新日本医師協会幹事

長）

古在由重（哲学）

小佐煮八郎（日本原水爆被害者団体協議会代表委員）

佐久間澄（広島大学名誉教授，物理学）

里脇浅次郎（カトリック教会長崎教区大司教）

塩月彊太郎（日本YMCA総主事）

重藤文夫（前広島原爆病院院長）

上代たの（元日本女子大学学長）

白柳誠一（カトリック教会東京教区大司教）

新村 猛（名古屋大学名誉教授，仏文学）

隅谷三喜男（東京大学，経済学）

関 寛治（東京大学，平和学）

関屋綾子（前日本YWCA会長）

曽田長宗（前国立公衆衛生院長，社会医学）

高桑純夫（愛知大学，社会思想史）

高橋幸八郎（日本学術会議副会長，東京大学名誉教

授，経済史）

高橋 実（全日本民主医療機関連合会会長，医師）

高部益男（放射線影響研究所〔広島〕常務理事）

武谷三男（物理学）

田坂正利（広島・福島病院院長）

田島英三（立教大学，放射線物理学）

田島弥太郎（日本学術会議会員， 日本遺伝学会会長）

田畑茂二郎（京都府立大学学長，国際法学）

中鉢正美（慶応義塾大学，経済学）

長崎 明（日本学術会議会員,新潟大学，妥業工

学）

中嶋正昭（日本キリスト教協議会総幹事）

西尾雅七（京都大学名誉教授，医学）

任都栗 司（元広島市議会議長）

野宮初枝（日本基督教婦人矯風会平和部長，婦人国

際平和自由連盟日本支部前会長）

畑 敏雄（群馬大学長，高分子化学）

服部達太郎（埼玉県赤十字血液センター所長，前横浜

赤十字病院院長）

原田東展（広島・原田外科病院院長）

枯垣益人（日本原水爆被害者団体協議会代表委員）

桧山義夫（日本学術会議会員，東京大学名誉教授，

水産学）

平野義太郎（国際民主法律家協会副会長，法学）

福島要一（日本学術会議会員，科学史）

藤井日達（日本山妙法寺山主）

伏見康治（日本学術会議副会長，大阪大学名誉教

授，物理学）

槙枝元文（日本労働組合総評議会議長）

松井康浩（弁護士）

松本金寿（日本学術会議会員，東北大学名誉教授，

心理学）

三上美樹（三重大学長，医学）

三谷 靖（長崎原爆病院院長）

宮城重信（元長崎市医師会会長，長崎原子爆弾被爆

者対策協議会医療部会長）

三宅泰雄（日本学術会議会員， 同原子力問題特別委

員会委員長，地球化学）

三好和夫（徳島大学長，医学）

森田俊男（日本平和教育研究協議会代表委員）

森滝市郎（広島大学名誉教授，倫理学）

柳本嘉昭（日本青年団協議会会長）

山崎不二夫（日本科学者会議事務局長，東京大学名誉
教授，農業工学）

山田英二（金沢大学，物理学）

山高しげり （全国地域婦人団体連絡協議会会長）

行宗 一（日本原水爆被害者団体協議会代表委員）

吉野源三郎（ジャーナリスト，評論家）

中肌正昭（日本キリスト教協識会）

(国際担当）

久保 文（文兼業）

佐藤行通（日本山妙法寺）

関屋綾子（日本YWCA)

簡素純夫（愛知大学，哲学）

西村関一（世界連邦建設同盟）

吉田張滴（国連要諦国民代表団派泄中央実行委員

日本準備委員会幹事会の構成

代表幹事 （前出）

事務局代表 （前出）

幹車

（自然科学担当）

小川岩雄（立教大学，物理学）

小野 周（東京大学，物理学）

猿橋勝子（気象研究所，地球化学）

（医学担当）

飯島宗一

草野信男

千葉正子（東京・医師）

原田東眠（広島・医師）

本多喜美（東京・医師）

（社会科学担当）

石田 忠（一橋大学，社会学）

今堀誠二（広島大学，歴史学）

小川政充（日本社会事業大学，法学）

中鉢正美（慶応義塾大学，経済学）

松本金寿（壷下大学，心理学）

山手 茂（東京都神経科学総合研究所，社会学）

〔平和教育担当）

田川時彦（日本原水爆被害者団体協識会）

辻 キヨ（婦人国際平和自由連盟日本支部）

森田俊男（日本平和教育研究協議会）

山谷新子（日本基督教婦人矯風会）

（企画担当）

相原和光〔広島YMCA)

小林 徹（日本平和委員会）

福島要一（日本学術会議会員，科学史）

および事務局代表全員

（調査担当）

太田誠一（日本青年団協議会）

斉藤義雄（日本原水爆被害者団体協議会）

渋谷正利（宗教青年平和協議会）

峠 一夫（全日本民主医療機関連合会）

服部尚子（日本基督教婦人矯風会）

福重泰次郎（日本民主青年同盟）

丸山益輝（広島大学，金属工学）

（広報担当）

井上与志男（日本原水爆被害者団体協議会）

嶋田清隆（日本青年団協議会）

田中里子（全国地域婦人団体連絡協議会）

会）

(募金担当）

木戸 大（日本原水爆被害者団体協議会）

中林貞男（日本生活協同組合連合会）

柏山韮夫（日本学術会議会員，水産学) I

米原美智子（日本婦人団体連合会）

(推進団体連絡会議担当）

新村 猛（前・名古屋大学，仏文学）

(広島準備委員会担当）

相原和光

今堀誠二

庄野直美

原田束眠

丸山益輝

(長崎準備委員会担当）

秋月辰一郎

小西良士（長崎大学，薬学）

武居 洋（長崎大学，生化学）

葉山利行（長崎原爆被災者協談会）

日本準備委員会結成よびかけ人

秋月辰一郎（長崎・聖フランシスコ病院医長）

浅賀ふさ（日本福祉大学名誉教授）

飯島宗一（広島大学長，医学）

家永三郎（東京教育大学，歴史学）

石田 忠（一橋大学，社会学）

磯村英一（東洋大学学長，都市社会学）

今堀誠二（日本学術会議会員，広島大学総合科学部

長，歴史学）

植村 環（日本YWCA名誉会長）

江上不二夫（元日本学術会議会長生化学）

江口朴郎（日本学術会議会員，東京大学名誉教授，

歴史学）

愛宮ラサール（神父，広島名誉市民，上智大学，神

学）

大江健三郎（作家）
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谷本 清（ピースセンター代表）

任都栗司（広島市会議員）

原田東眠

桧垣益人（日本原水爆被害者団体協議会代表委
員）

丸山益輝（広島大学）

村上忠敬（金城学院大学）

森滝市郎（広島大学名誉教授）

I-面至詞F顧顕rll－ー…ﾐﾔ惟己'坐'四旦営へ､1 ， ’
代表委員会

弓

会 長

飯島宗一（広島大学）

副会長

相原和光（広島YMCA総主事）

今堀誠二（広島大学）

庄野直美（広島女学院大学）

原田束眠（病院長）

代表委員

相原和光

飯島宗一

今田正義（県労談長）

今堀誠二

内海 巌（広島大学名誉教授， ユネスコ協会）

戎崎始成（地方同盟議長）

大北 威（広島大学）

大曽根哲夫（マツダ労連議長）

岡本直正（広島大学）

加藤新一（地球市民の会代表）

桑原英昭（世界連邦建設同盟代表）

小黒 蕪（広島女学院大学学長）

佐久間澄（広島大学名誉教授）

迫千代子（婦人国際平和自由連盟代表）

重藤文夫（前原爆病院長）

志水 清（原爆養護ホーム所長）

庄野直美

隅田哲司（広島修道大学学長）

関 寛治（広島大学）

高部益男（放射線影響研究所常務理事）

宅和 純（広島平和教育研究所理事長）

竹山晴夫（広島大学長）

田坂正利（病院長）
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募金委員会

相原和光＊

荒滝文子（県新婦人の会会長）

伊藤サカエ（県被団協理事）

加藤新一

河村虎太郎（病院長）

久保正直（被爆者の会会長）

迫千代子

瀬戸高行（県労事務局長）

三宅 登（県平和委員会副会長）

山田敬子（日本婦人会議会長）

山根実人（マツダ労連書記長）

李 実根（朝被協代表委員）

財政委員会

岩渕泰夫（県商団連事務局長）

宅和 純

土居一夫（県労副議長）

広報委員会

石川俊彦（県労被爆連会長）

大森正信（広島大学）

尾野展昭（広島修道大学）

北西 允（広島大学）

迫田正利（広島地区労会議議長）
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社会科学委員会

阿佐美信義（弁護士）

今堀誠二

宇吹 暁（広島大学）

大西典茂（広島女学院大学）

北西 允

久保良敏（広島大学）

小寺初世子

芝田進午（広島大学）

田村和之（広島大学）

外山佳昌（弁護士）

森滝市郎

山田 浩

山本鎮雄（広島女子大学）

湯崎 稔＊（広島大学）

(社会教育）

内田恵美子（広島大学）
宇吹 暁

大野允子（児童文学者）

大原三八雄＊

熊田重克

栗原貞子（詩人）

田辺耕一郎（評論家）

深川宗俊（詩人）

被爆者調査委員会（一般・生活史）

石田 定

宇吹 暁

大森正信

岡本直正

河合幸尾＊

北西 允

栗原 登

小寺初世子

佐久間澄

志水 清

高部益男

田坂正利

原田東眠

丸山益輝＊

三村正弘（ケースワーカー）

森滝市郎

山田 一浩

山本鎮雄

湯崎 稔

横山 英（広島大学）

総務委員会

椎木 剛（県脊連会長）

坪島公一（社青同地区本部委貝長）

藤崎徳雄（県労副議長）

藤田厚吉〔国連代表派遮県実行委幹卒）

山田敏輝（民青県委員長）

渉外委員会

飯島宗一＊

今堀誠二＊

川岸孝司（日本山妙法寺）

佐久間澄

原田束眠＊

古田文和（県被団協事務局次長）

M・マックミラン（広島女学院大学）

村上忠敬

森滝市郎

遊川和良（全電通被爆二世協議会代表）

専門委員会

阿波章夫（放射線影響研究所）

石田 明（広島平和教育研究所事務局長）

石田 定（原爆病院内科部長）

大原三八雄（広島工業大学）

熊田重克（中国新聞論説委員）

栗原 登（広島大学）

小寺初世子（広島女子大学）

田坂正利（病院長）

永井滋郎（広島大学， ユネスコ協会）

丸山益輝

山田 浩（広島大学）

湯崎 稔（広島大学）

会計監査

相良勝美（弁護士，県原水協事務局長）

福永久美（地方同盟書記長,核禁会議事務局長）

宮崎安男（全電通地方支部委員長，県原水禁事

務局長）

スポークスマン

庄野直美

後藤利行（県労事務局次長）

藤本幸作（県平和委員会事務局長）

事務局代表

庄野直美

後藤利行

藤本幸作

山内義治（服飾デザイナー）

専門委員会（＊印＝査任者）

自然科学委員会

相坂忠一（病院長）

阿波章夫

飯島宗一

石田 定＊

上岡洋史（広島大学）

大北 威

岡本直正

加藤寛夫（放射線影響研究所）

鎌田七男（広島大学）

蔵本 淳（広島大学）

栗原 登

佐久間澄

志水 清

庄野直美

杉原芳夫（広島大学）

杉本茂憲（病院長）

高部益男＊

竹下健児（広島大学）

田坂正利

戸田慎太郎（病院長）

浜田忠雄（放射線影響研究所）

原田東眠

広瀬文男（広島大学）

務中昌巳（広島大学）

山本 務（放射線影響研究所）

医学調査委員会

石田 定

栗原 登

高部益男

田坂正利

原田東眠＊

平和教育・マスメディア委員会

(平和教育）

石田 明＊

大槻和夫（広島大学）

佐藤正夫（広島大学名誉教授）

荘司雅子（広島大学名誉教授）

空 辰男（広島平和教育研究所）

永井滋郎

永井秀明（広島大学）

藤井敏彦（広島大学）

松元 寛（広島大学）

森下 弘（広島平和教育研究所）

横山 英
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鮫島

富田

葉山

福井

三原

山下

山本

千秋

満夫

利行（長崎原爆被災者協議会）

順

茂

兼彦

和明（長崎の証言の会）

鶴田千代子（活水女子短期大学）

土岐やす（日本基督教婦人矯風会）

栃木利夫（長崎造船大学）

中里喜昭（作家）

仲田正機（長崎県立国際経済大学）

日比野正巳（長崎造船大学）

藤村紀隆（日本山妙法寺）

松岡瑞典（日本山妙法寺）

山田かん（詩人）

横山茂樹（長崎弁護士会）

平和教育委員会

今田斐男（長崎平和教育研究会）

岡村 進（長崎の証言の会）

鎌田定夫

坂口 便（日本平和教育研究協議会）

高橋真司

築城昭平（長崎県原爆被爆教師の会）

栃木利夫

浜崎 均（長崎の証言の会）

古川 原（長崎造船大学）

山川 剛（長崎平和教育研究会）

調査委員会

荒木正人（長崎市原爆資料課長）

岩永光治

長崎準備 委員
〈
室

広報委員会

植田カツエ（鎮西学院短期大学）

大角良人（長崎造船大学）

小池スイ （長崎県婦人団体連合会）

小林ヒロ （長崎県婦人団体連合会会長）

杉本亀吉（原爆遺族会会長）

関口良雄（長崎平和教育研究会）

広瀬方人（高校被爆教師の会）

組織・運営委員会

岩間隆正（印刷業）

川原 隆（長崎県労働組合評議会事務局長）

城戸智恵弘（長崎県職員組合本部委員長）

古賀 愛（長与町身体障害者福祉協議会会長）

小西良士

坂井孟一郎（香焼町町長）

葉山利行

厚（長崎原爆病院）

洋（長崎大学）

泰邦（長崎大学）

秀夫（長崎大学）

昭邦（哲翁内科医院）

満夫（大浦診療所）

一正（長崎大学）

恭一（長崎原爆病院）

順（福井病院）

直子（長崎原爆病院）

源治（長崎大学）

茂（長崎市民病院）

兼彦（大浦診療所）

徹（長崎大学）

寛（国立長崎中央病院）

田口

武居

辻

土山

哲翁

富田

西森

野ロ

福井

藤原

松田

三原

山下

山辺

横内

代表幹事

秋月辰一郎

具島兼三郎

小佐々八郎

(聖フランシスコ病院医長）

(長崎大学長）

(日本原水爆被害者団体協議会代表委

員）

（カトリック教会長崎教区大司教）里脇浅次郎（カトリック教会長崎教区大下

田ロ健二（長崎県労働組合評議会議長）

三谷 靖（長崎原爆病院院長）

宮城重信（元長崎市医師会会長）

自然科学委員会

東 幹夫〔長崎大学）

内田 伯（松山町原爆復元の会）

大橋 裕（長崎大学）

岡島俊三（長崎大学）

岡林隆敏（長崎大学）

小西良士（長崎大学）

塩見敏男（長崎大学）

三浦博史（長崎大学）

医学・医療委員会

市丸道人（長崎大学）

岩永光治（十善会病院）

河本定久（放射線影響研究所）

北村 勉（長崎大学）

貞森直樹（長崎大学）

鮫島千秋（鮫島耳鼻咽喉科）

柴田晃毅（長崎原爆病院）

鈴木達二（長崎大学）

鈴木良平（長崎大学）

高岡善人（長崎大学）

高久 功（長崎大学）

人文・社会科学委員会

相沢 龍（長崎造船大学）

赤瀬 守（中島川を守る会）

有村 晃（長崎YMCA)

岩松繁俊（長崎大学）

内田 伯

大窪徳行（長崎造船大学）

片寄俊秀（長崎造船大学）

鎌田定夫（長崎造船大学）

河地貫一（長崎大学）

川原紀美雄（長崎県立国際経済大学）

木戸利一（長崎保健看護学校）

熊谷悟郎（弁護士）

近藤嘉昭（長崎県立国際経済大学）

高橋真司（長崎造船大学）

高橋 良（長崎大学）

田吉チエ（フレンドシップサーピノ(フレンドシップサービスセンター）

」 一J守 ヨーー
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（平和・友好）

世界連邦建設同盟

日本平和委貝会

アムネスティ ・インターナショナルJC

日本原水爆被害者団体協護会

第五福晒丸平和協会

広島平和教育研究所

日ソ協会

日本ベトナム友好協会

オブザーバー

全国電力労働組合連合会

全国農業協同組合労働組合連合会

全建設省労働組合東京地方本部

岩波労組

草の実会

被爆問題を考える婦人集会

青年法律家協会

横浜磯子協会

平和のために手をつなぐ会

猿橋他9名

東大駒場教職員

若い研究者の会

法務省宮崎支部

NGO被爆問題シンポジウム推進団体連絡会議

(｢シンポジウム日本準伽委口会の機栂と役口」の項でのべ

た「日本NGO共同主催委員会」にあたるもの）

（市民・法律）

日本生活協同組合連合会

全国商工団体連合会

全日本民主医旅機関連合会

日本国際法律家迎絡協会

自由法曹団

世話人代表

天池清次（全日本労働総同盟会長）

新村 猛（名古屋大学名誉教授）

関屋綾子（日本YWCA同盟前会長）

中林貞男（日本生活協同組合連合会会長）

槙枝元文（日本労働組合総評議会議長）

壬生照I順（核兵器廃絶をめざす宗教者NGOj

談）

柳本嘉昭（日本青年団協議会会長）

山高しげり （全国地域婦人団体連絡協談会会長）

(全日本労働総同盟会長）

(名古屋大学名誉教授）

(日本YWCA同盟前会長）

(日本生活協同組合連合会会長）

（日本労働組合総評議会議長）

(核兵器廃絶をめざす宗教者NGO連絡会

（学会）

日本科学者会談

日本地球化学会

日本海洋学会

（宗教）

キリスト者日本友和会

キリスト友会日本年会

日本キリスト者平和の会

全キリスト者平和会議JC

アジア仏教徒平和会談JC

日本山妙法寺

立正平和の会

丸山平和の会

人類愛善会

天理教靖国神社問題特別委員会

核兵器廃絶をめざす宗教者NGO連絡会議

世界宗教者平和会議JC

日本宗教者平和協議会

宗教青年平和協議会

（個人， その他）

市川房枝

野炎村

加盟団体

（労働）

日本労{動組合総評議会

全日本労働総同盟

中立労働組合連絡会議

日本国家公務員労働組合連合会

日本高等学校教職員組合

日本原子力研究所労働組合

日本社会事業大学労働組合

（婦人）

全国地域婦人団体連絡協議会

日本婦人団体連合会

日本YWCA同盟

婦人国際平和自由連盟日本支部

日本基督教婦人矯風会

日本看護協会

主婦連合会

日本子どもを守る会

日本婦人法律家協会

新日本婦人の会

婦人民主クラブ再建連絡会

（青年・学生）

日本青年団協議会

日本民主青年同盟

社会主義青年同盟

日本ユネスコ学牛津關

全日本学生自治会総連合

全国医学生自治会連絡会議

全日本学生寮自治会連合

全国大学生活協同組合連合会

全国教育系学生ゼミナール

中央合唱団

」 壼夛＝ ー起竜■ ー ー 』＝ 一砧も
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シンポジウムを支持する茨城県民の会

（7月23日設立）

世話人

草壁泰之（茨城キリスト教短期大学学長）

小林三術（茨城大学）

熱田孫一（茨城県原爆被害者協議会会長）

中島応之助（日本原子力研究所， 日本学術会談会

員）

皆川きよ （茨城県地域婦人団体連絡会会長）

シンポジウム群馬県推進委員会（5月28日設立） ．

代表推進委員

吉永 清（群馬大学名誉教授）

シンポジウム埼玉県推進委員会（7月19日設立）

代表幹事

粟屋 豊（埼玉大学名誉教授）

『NGO被爆問題国際シンポジウム報告集』 （タブロ

イド判， 4ページ，活版， 10月20日）

シンポジウム千葉県推進委員会（3月5日設立）

代表委員

片野光雄（千葉県原爆被爆者友愛会会長）

山本正雄（日本福祉大学）

シンポジウム東京推進委員会（4月16日設立）

よびかけ人代表

片岡 強（東京都原爆被害者団体協議会会長）

『原爆と人間』 (B5, 24ページ， タイプ, 300円，

10月10日）

「東京の被爆者一'77年被爆者調査のまとめ」(B

5, 108ページ，活版, 1,200円, 1978年7月28日）

シンポジウム神奈川県推進委員会（4月30日設立）

代表幹事

飯田耕作（神奈川大学学長）

岡崎 晃（日本基督教団大船教会牧師）

貝山宣泰（日蓮宗本覚寺住職）

田村 清（神奈川県保険医協会会長）

富田静子（横浜YWCA理事長）

長尾正良（神奈川県平和委員会会長）

森川定実（神奈川県原爆被災者の会会長）

『被爆の実相を全県民のものに』 (B5, 27ページ，

タイプ， 200円， 11月26日）

シンポジウム新潟県支持委員会（5月8日設立）

代表委員

伊藤 岩（新潟大学）

北村四郎（新潟大学長）

是沢三郎（新潟大学教育学部長）

千田数雄（新潟県原爆被害者の会会長）

土屋恒磨（大谷派真浄寺住職）

長崎 明（新潟大学， 日本学術会議会員）

野本祥治（新潟大学法文学部長）

坂東克彦（新潟県弁護士会会長）

布施栄信（県立ガンセンター新潟病院院長）

松井愛美（日本基督教団関東地区新潟地区長，十

日町教会神父）

村川新十郎（新潟大学）

山田豊一（新潟大学農学部長）

横田伊佐秋（新潟大学）

渡辺厳一（新潟大学， 日本学術会議会員）

『被爆一新潟県における被爆者の実情とその訴え』

(B5, 32ページ， タイプ, 10月23日）

シンポジウム富山県推進委員会（6月22日設立）

代表委員

稲葉心田（大本山国泰禅寺管長）

庵 勝運（大谷派富山別院輪番）

伊藤信義（日本聖公会富山聖マリア教会牧師）

植木忠夫（富山大学名誉教授）

長野隆法（富山本願寺輪番）

林 勝次（富山大学長）

引地登志男（被爆者）

平松 博（富山医科薬科大学学長）

前田亮助（富山県弁護士会会長）

松本賢一（富山大学）

柳田友道（富山大学）

米村長敏（富山赤十字病院院長）

シンポジウム石川県推進委員会（2月27日設立）
代表幹事

岩佐幹三（金沢大学，石川県原爆被災者友の会会
長）

清水正明（石川県原爆被災者友の会副会長）

山田英二（金沢大学）

『被爆問題国際シンポジウム報告書一原爆は人間に
対して何をし人間は原爆に対して何をなすべきか』

(B5, 35ページ， タイプ, 10月31日）

都道府県シンポジウム推進(支持)委員会

名称，設立月日，代表者名，およびシンポジウムの成果苫及のため

の刊行物名のみを掲戦した。刊行物についてはクイプまたは活版印

刷の冊子状のもので， 日本準伽委貝会に寄せられたものに限定し

た。設立月日および刊行物発行日で年の記戦のないものはすべて

1977年である。

早坂四郎（国連要請代表派巡宮城県実行委貝会代

表委貝）

河本隆夫（牧師， 日本基将教団）

『被爆者とともに核兵器のない世界を』 (B5, 64'<
ージ， タイプ， 600円, 11月9日）

シンポジウム秋田県推進委員会（3月19日設立）

代表委員

加納 博（秋田大学）

中谷敏太郎（中通り，､ビリテーション病院院長，秋
田県原爆被害者団体協議会会長）

シンポジウム山形県推進委員会（7月7日設立）

よびかけ人

阿部 功（田川地区被爆者の会会長）

佐藤利美（山形県原爆被害者団体協談会会長）
新関虚雲（建昌寺住職）

本間 誠（本間病院院長）

真壁 仁（詩人）

松沢信五（至誠堂総合病院院長）

’ 森田 浩（山形大学）

シンポジウム福島県推進委員会（6月18日設立）

よびかけ人代表

板橋俊子（福島YWCA会長）

角田武雄（福島大学名誉教授）

小林喜成（日本基督教団信夫教会牧師）

宗像久嘉（福島県原爆被害者協議会会長）

和田 甫（元福島大学教育学部長）

渡辺源次郎（福島大学長）

『被爆者とともに核兵器完全禁止を』 (B5, 48ペー
ジ， タイプ， 300円， 12月28日）

シンポジウムを支持し，成功させるための北海道

推進委員会（4月18日設立）

代表幹事

田中 一（北海道大学， 日本学術会議会員）

荻原栄松（北海道原爆被害者団体協議会会長）

藤井敬三（医師）

松浦 一（北海道大学名誉教授）

シンポジウム青森県推進委員会（4月28日設立）

よびかけ人代表

十川幸司（青森県原爆被害者の会会長）

長内邦夫（青森県民主医療機関連合会会長）

手代木渉（弘前大学）

鈴木清竜（青森県国民教育研究所所長）

安井達夫（八戸水産研究所所長）

シンポジウム岩手県推進委員会（5月14日設立）

代表幹事

上田仲雄（岩手大学）

小野一男（盛岡赤十字病院院長）

斉藤義雄（岩手県原爆被害者団体協議会会長）

瀬川岩雄（曹洞宗岩手県宗務所長）

足沢三之介（岩手労災病院院長）

中村良雄（川久保病院院長）

安田純夫（岩手県原爆被爆者福祉協会会長）

柳沢 融（岩手医科大学）

シンポジウム宮城県推進会議（4月9日設立）

代表委員

小嶋暹文（宮城県原爆被害者の会会長）

高橋 実（医師）

西田周作（東北大学名誉教授）

服部文男（東北大学）

』 －－．一一四一一一一号爵ご＝‐ 』
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若月俊一（長野ﾘII:厚生連佐久総合病院院長）

シンポジウムを支持し，推進する岐阜県推進委員
全一 （6月25日設立）
＝

代表幹班

臼井一二（岐叩.県原爆被災老福祉会会長）

江口三五（岐｣;luilユネスコ協会会長，弁謹士）

小笠原垂二（牧師）

高山屯渓（大谷派岐阜別院輪番）

山本 尭（岐｣(L大学）

シンポジウムを支持・推進する静岡県民の会
（7月16日結成）

代表幹事

大蔵敏彦（弁護士）

小笠原英三郎(I!"岡大学名誉教授）

勝又武一（静岡ﾘ『〔労{効組合評議会議長）

加藤一夫（師岡大学）

杉山秀夫（赫岡ﾘ14原水爆被害者の会会長）

松村寿顕（蓮永寺住峨・元静岡ﾘ!l仏教会会長）
松谷被鎧（日本山妙法寺）

望月誼三（前岡大学名誉教授）

渡辺 晋（一番町教会牧師）

『1977年静岡における被爆の実相とその後辿。被爆
者の実傭その1｣ (B5, 35ページ， タイプ, 300
円， 8月2日）

シンポジウムを支持し，推進する愛知県準備委員
今 （7月13日設立）
＝

代表幹事

浅賀ふさ（日本福祉大学名誉教授）

有山兼孝（名古屋市立女子短期大学学長）

石井重夫（愛知県原水爆被災者の会理事長）

石塚直隆（名古屋大学長）

坂倉謙三（束邦学園短期大学学長）

新村 猛（名古屋大学名誉教授）

高桑純夫（愛知大学）

シンポジウム三重県準備委員会（6月23日設立）

代表よびかけ人

荒井瑞雄（三重大学名誉教授）

三上美樹（三重大学長）

山浦久二（医師）

シンポジウム滋賀県推進委員会（5月2日設立）

代表幹事

シンポジウム鳥取県推進委員会（5月7日設立）

代表委員

近藤久子（,鳥取県連合婦人会会長）

中尾義信（鳥取県原爆被害者の会会長）

福士俊一（鳥取大学）

山上英明（生協病院院長）

山崎季治（弁護士）

『世界のヒバクシャよ'団結せよ輝やかしい未来は

われわれのものである／「被爆の実相とその後遺・被

爆者の実情に関する国際シンポジウム」報告と鳥取県

内被爆者の実情』 (B5, 26ページ， タイプ, 1978年

6月15日）

シンポジウム島根県推進委員会（5月18日設立）

代表世話人

岩佐昌紀（日本キリスト教団牧師）

大島 勇（島根県原爆被害者の会会長）

内藤正中（島根大学）

法橋承徳（島根県教職員組合執行委員長）

『島根県原爆被害調査報告1977被爆の実相とその後

遺・被爆者の実情』､(B5, 56ページ, 300円, 1978年

3月）

シンポジウム岡山県支持委員会（5月1日設立）

代表委員

佐藤義信（水島協同病院院長，岡山県民主医療機

関連合会会長）

シンポジウム山口県推進委員会（4月23日設立）

代表幹事

安部一成（山口大学経済学部長）

『山口のヒロシマ第Ⅱ集被爆・その後山口県原爆被

爆者実態調査報告書』(A5, 125ページ，活版, 10月

20日）

シンポジウム徳島県推進委員会（5月12日設立）
代表委員

鏡 登（平和活動家）

佐藤孝義（牧師）

杉田治郎（健生病院院長）

高橋 博（徳島県原爆被害者友の会会長）

松本光弘（徳島大学）

シンポジウム香川県推進委員会（4月15日設立）

代表幹事

小川 篁（ルカ病院院長）

小寺 博（滋五県技爆者友の会会長）

西村闘一（世界連邦建設同盟）

福家俊明（園城寺長吏）

三輪健司（滋黄県立短期大学学長）

シンポジウム京都推進委員会（4月26日設立）

代表委員

大西良慶（北法相宗［清水寺］管長）

信ケ原良文（浄土宗垣王法林寺住職）

寿岳しづ（英文学者）

新村 猛〔橘女子大学学長）

住谷悦治（同志社大学前総長）

田畑茂二郎（京都府立大学学長）

西尾雅七（京都大学名誉教授）

二葉悲香（竜谷大学学長）

細野武男（立命館大学総長）

米沢以美子（京都府連合婦人会会長）

松本大口（北法相宗［清水寺］宗務総長）

木下義次（京都教職員組合委員長）

シンポジウム福井県支持委員会（7月24日設立）

よびかけ人

石黒 正（被爆者，金津保健所竹内）

宇野 進（日本キリスト教団敦孜教会牧師）

亀井匿伍（被爆者，福井保健所櫛内）

河合武夫（被爆者，敦寅保健所管内）

涯橋ユリ （福井県連合婦人会会長）

嶋田 正(福井大学)

鈴木格一（福井大学）

竹内謙二（福井県高等学校教l賊貝組合委員踵）

時岡孝史（福井県原爆被害者団体協議会会災，小

浜保健所管内）

長谷川汪示（福井県教聡員組合委員長）

春田義正（福井束別院輪番）

福澤英達（福井西別院輪番）

前田勝見（被爆者，大野保健所管内）

増田太左衛門（福井県連合青年団団長）

茂呂 責（福井大学）

シンポジウムを支持し，推進する山梨県準備委員
今 （6月3日設立）＝

代表幹事

磯貝正義（山梨大学教育学部長）

帯野喜一郎（弁護士）

河口忠雄（国立甲府病院前院長）

佐々木悟史（宗教家）

高橋 健（山梨県原水爆被害者の会会長）

高橋 昇（山梨大学工学部長）

高野孫左衛門（山梨YMCA理事長）

『ISDA－山梨県における被爆者の実情とその訴

え」(B5, 26ページ， タイプ, 1978年7月1日）

シンポジウム長野県推進委員会（4月29日設立）

代表幹事

加藤静一（信州大学長）

黒田吉益（信州大学， 日本学術会議会員）

鈴木鳴海（上田女子短期大学学長）

隅田隆太郎（信州大学）

高野イシ（長野県連合婦人会会長）

半田孝淳（長野県仏教会副会長，北向観音本坊常

楽寺住職）

前座良明（長野県原水爆被災者の会会長）

山岡利七（信州大学）

『被爆の実相とその後遮・被爆者の実情に関する国際

シンポジウム報告集』 (B5, 42ページ， タイプ, 11

月27日）

シンポジウム大阪推進委員会（3月30日設立）

代表委員

貞永正弘（大阪府原爆被害者団体協議会理事長）

中路 実（医師，大阪民主医療機関連合会会長）

シンポジウム兵庫県推進委員会（3月30日設立）

代表幹事

大川義篤（牧師）

置塩信雄（神戸大学）

北山六郎（弁護士）

三木森治（兵庫県原爆被害者連絡協議会）

湧谷 煙（医師）

『被爆者は訴える一ヒロシマ・ナガサキ32年』(B

5， 24ページ， タイプ， 12月3日）

シンポジウム奈良県推進委員会（7月22日設立）

推進委員14名，支持協力者16名で構成。代表者を設け

なかった。

シンポジウム和歌山県推進委員会（5月5日設立）

代表幹事

北 一夫（民俗学者）

広橋次郎（和歌山大学）

」』 L一
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吉川 深（商知大学教育学部長）

シンポジウム福岡県推進委員会（4月9日設立）

代表委員

古蛮武夫（元西南大学学長）

高比良治郎（福岡県原爆被害者団体協議会会長）

近沢敬一（福岡大学）

森 茂康（九州大学）

『ノーモア・ヒバクシャー福岡県原爆被害者実態調

査報告凹』(B5, 82ページ， タイプ, 1978年5月20
日）

シンポジウム佐賀県推進委員会（7月16日設立）

軍務局長

川崎十四三（佐寅大学）

シンポジウム大分県推進委員会（6月13日設立）

代表幹事

荒巻逸夫（大分赤十字病院院長）

姫野良平（アドバンス大分社長）

山田都美子（原爆被害者大分協談会）

シンポジウム鹿児島県推進委員会（7月27日設立）
代表幹事

大山 毅（日本山妙法寺）

瀬戸内末政（鹿児幽ﾘi4原爆被害者協議会） ．

千葉周伸（医師）

西岡久鞆（鹿児島大学）

東孝一郎（鹿児島県青年団体協議会会長）

椋 鳩十（作家）

米山トモエ（鹿児島県婦人連絡協識会会長）

木募 秩（香川大学）

野町良夫（日本キリスト教団屋ﾙ教会牧師）

シンポジウム愛媛県推進委員会（5月14日設立）

代表幹事

入江 奨（松山商科大学）

大嶋信二（日本基督教団番町教会牧師）

久保仲子（愛媛県原爆被害者の会会長）

沢田允明（愛媛大学）

山本 司（山本司内科院長）

シンポジウム高知県推進委員会（4月7日設立）

代表幹事

安藤敏幸（高知女子大学）

大久保正勝（興隆寺住職）

上村 登（高知学園短期大学学長）

加藤 微（高知大学股学部長）

坂井英一（旭診療所所長）

坂本九郎（浦戸湾を守る会）

谷 信男

西沢弘順（高知大学文理学部長）

橋本 亘（南与力町教会）

東元善次郎（元高知県教組委員長）

藤戸せつ（藤戸病院）

藤原 周（弁護士）

松岡 稔（高知県原爆被害者の会会長）

松田範良（高知県宗教者平和協議会副会長）

八塚 剛（高知大学）

山岡亮一（高知大学長）

シンポジウムのプログラム

グランドホテル）

30日国際準備委員会と日本準備委員会の合同会議

（広島YMCA)

運営委員会（第2段階）第1回会議（広島Y

MCA)

記者会見（広島グランドホテル）

広島県知事・広島市長主催による国際側専門

家のためのレセプション（広島グランドホ

テル）

第2段階

NGOと研究機関のシンポジウム（広島県医師会館）

7月31日

午前総会

国際準備委員会報告（アーサー・ブース）

開会の挨拶（ショーン・マクブライド）

歓迎の挨拶（飯島宗一）

広島県知事挨拶（宮沢弘）

広島市長挨拶（荒木武）

長崎市長挨拶（諸谷義武）

イラク国務大臣（世界平和議会）の挨拶

（アメル・アブドラー）

ユネスコ事務局長のメッセージ（ショーン

・マクプライド代読）

日本学術会議会長のメッセージ（小野周代

読）

その他のメッセージ（アーサー・ブースが

リストを発表）

国際調査団自然科学グループの報告書を発

表（ジョセフ・ロートブラット）

国際調査団社会科学グループの報告書を発

表（アレクサンドル･カリァディン）

被爆者調査（一般。医学。生活史）の概要

… 報告（浜谷正晴）

被爆者代表の訴え（伊東壮）

第1段階

国際調査（東京・広島・長崎）

7月21日国際側専門家来日

22日国際調査団第1回総会（東京・学士会館）

記者会見（東京・学士会館）

23日東京出発，広島到着

原爆慰霊碑を訪問

記者会見（広島・平和記念資料館）

24日国際調査団の広島での初会合一自然科学グ

ループ，社会科学グループにわかれて会合

し，作業文書についての検討と討論を行な

う （広島YMCA)

被爆者との会合（広島YMCA)

25日平和記念資料館，放射線影響研究所（広島)’

原爆菱護ホームを訪問

26日広島出発，長崎到着

記者会見（長崎グランドホテル）

長崎準伽委員会主催レセプション（長崎グラ

ンドホテル）

27日国際調査団会合（長崎大学医学部）

長崎大学医学部付属原爆後障害医療研究施

設，長崎原爆病院，放射線影響研究所（長

崎）を訪問

被爆者との会見

28日長崎国際文化会館(原爆資料センター)を訪問

記者会見

長崎市主催の昼食会

長崎出発，広島到着

29日 自然科学グループ，社会科学グループの最終

会合（広島YMCA)

国際調査団第2回総会一自然科学グループ

および社会科学グループの各報告書を調査

団全体とて受理（広島YMCA)

作業文書vを検討する小委員会の会合（広島

j
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午後 分科会（パラレル）

第1分科会原爆の医学的近伝的影暫・後

遮

第Ⅱ分科会原爆の社会的影響， とくに被

燥老問題

第Ⅲ分科会傭報の普及，宜伝，平和教育

第Ⅳ分科会核兵器の廃絶，放射能からの

人類の防謹(NGOの役削）

起草委員会鋪1回会議

晩餐会（広島国際ホテル）

総会

シンポジウム鋪2段階の報告苫の採択（提

案者マリアン・ ドブロシェルスキー）

炎崎準伽委貝会挨拶（秋月辰一郎）

日本原水爆被害者団体協議会挨拶(行宗一）

シンポジウム立言の採択（提案者フィリッ

プ・ノエル＝ベーヵー）

閉会の挨拶（フィ リップ． ノエルニベーカ

夕
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招請状
1977年3月5日東京

1977年3月9日 ジュネーブ

あり，それにひきつづいて, JNPCの責任で, 8月5

友島で 日および8日にそれぞれ広島および長崎で，大衆報告集

青に関 会（第3段階）が開催されることになっています。

こお招 NGOのシンポジウムは，それに先だって，国際側お

よび日本側メンバーからなる専門家調査団によって行な

ロ－の われる国際調査（第1段階）の報告を受け，その詞査結

O)と 果を，原爆被害者の援護と核兵器禁止運動のために，ひ

1977 ろく知らせるためのもっともよい方法を決定するでしよ

，会合 う。

日本準 シンポジウムに関する， プログラム， 3つの各段階

される の談束事項，準備作業のタイムテーブル，その他の情報

も， 同封の小冊子に収められています。

亜縮特 貴殿（貴組織）は，すでに動き出しており， 1977年の

昔に関 もっとも重要な事件のひとつになるかもしれない計画，

司決談 現在の原爆被害者の実情について世論に警告することに

よって軍備のない世界をめざすいっそう広範な運動の前

ぐに忘 進に資するであろう計画に加わり，助力するよう招かれ

， この ているのです。 この計画は， とりわげ， 1978年5～6月

炎遺を に予定されている国連軍縮特別総会とのかかわりにおい

D苦し て，現時点で重要であります。

函じて 貴殿（貴組織）が私たちの計画に加わりこのシンポジ

す。原 ウムに参加していただけるかどうかについて，本状につ
り原爆 いている切り取り用紙を用いてお知らせいただければた

重要な いへんうれしく存じます。
よって みなさんの親切なご配慮にたいし感謝の念をこめて，
ハr片ルア 敬具

－）

記者会見（広jiルグランドホテル）

第3段階

夕

8月1日

午前

午後

8月2日

親愛なる友人の象なさん，

本招詰状は， 1977年7月31日から8月2日まで広島で

開催される，被爆の実相とその後遺・被爆者の実情に関

する国際シンポジウムに，貴殿（資組織）を公式にお招

きするものであります。

このNGOのシンポジウムは，国際平和ビューローの

イニシャチブのもとで，国際非政府諸組織(NGO)と

日本のNGOの共同した行跡こよって，それぞれ, 1977

年1月28日ジュネーブおよび1976年12月18日東京の会合

で設立された， 国際準伽委員会(IPC)および日本準

備委貝会(JNPC)の共同の努力によって組織される

ものです。

その目的は， 1976年2月にジュネーブのNGO軍縮特

別委員会第21回会談で採択された原子爆弾の被害者に関

する特別決議を実行することであります。なお， 同決議

は本状に同封した小冊子の中に収められています。

ヒロシマとナガサキはひじょうにしばしば，すぐに忘

れられる不幸な歴史上の事件と見なされています。この

シンポジウムの第1の目的は，原爆の被害とその後遺を

全体的に明らかにし，生き残っている原爆被害者の苦し

みと訴えを全世界に伝え，そしてこれらのことを通じて

核兵器廃絶の方向へ世論を動員することであります。原

爆による破壊の物理的医学的側面に加えて，現在の原爆

被害者の社会的な苦し象が， このシンポジウムの重要な

主題となります。第2の目的は，核兵器の開発によって

ひきおこされる環境破壊の実情を明らかにし， この点に

ついて世論に警告を発することであります。このように

して軍術撤廃に人間の顔をあたえることによって，私た

ちは軍備撤廃にたいするもっともよく認められた障害物

のひとつである無感動と幻滅感から抜け出すことができ

るかもしれません。

私たちが貴殿（貴組織）をお招きしているNGOのシ

ンポジウムは実は，国際シンポジウム全体の第2段階で

分科会

分科会 ラリー（広促舟，長崎）

8月5日

午後広励ラリー（広旧j県立体育館）

8月8日

夕 長崎ラリー（長崎市民会館体育館）

8月9日

午前記者会見（長崎準(竹委貝会事務所）

プレスレリース発表

午前 総会

各分科会の総括報告者による要約報告

一般討論

起草委只会第2回会識

映画上映「広島一原爆の記録」

運営委員会第2回会談

午後

ｹﾙﾝ池
『■

アーサー。ブース

国際準備委員会議長
三宅泰雄
日本準備委員会代表幹事

広島ラリーで挨拶をのべるショーン・マクブライト･氏

単
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日本シンポジウムの発展・意義・支持
PRESIDENT: SECRET"1AI

BUREAU INTERNATIONALDELAPAIX

MrJ.DUNCANWCOD RUEDEZUR1CH41

1201GENEVE

TELO22ノ31“29

NGO軍縮特別委員会第21回会議(1976年2月7日， ジユネープ）

で採択されこ原爆被害者に関する決議

国際準備委員会議長

国際平和ビニーロー議長

アーサーーー ・ブーース

人間が生き残るためのものである。すでに行なわれた多

くの立派な研究の高い価値は認められ，その最良のもの

は今回の新しい調査の基礎として用いられている。今回

の調査においては，おそらくまだ十分わかっていない側

面である，個人，その家族と友人， および彼らが生活し

ている社会にたいする心理的社会的被害にたちいること

【こしている。

IPBの議長はクエーカー教徒であり，その会長はカ

トリック教徒であり，その他のIPBの人びともその他

いろいろな動機をもっている。しかし彼らはただひとつ

共通なものをもっている。彼らは彼らの仲間を愛し，彼

らは普通の人びとの健全さを信じ，彼らは人間が生き残

ることを信じている。彼らは，軍縮に人間の顔を与える

ことによって，真の軍縮にたいするもっともよく知られ

た障害物と見なされている幻滅感と誤解の壁をつき破れ

るかもしれない， と信じている。

IPBひとりでこのことがなしえないのは明らかであ

る。 IPBは，その他のひじように多くの人びとや機関

の援助をうけて,国際的な後援をえること,および必要な

機構をつくることに着手した。著名な日本の，および国

際的な専門家たちがすばらしい反応を示した。その多く

が，人間の側面が彼らをひきつけた要素であったと指摘

している。世界保健機関(WHO), 国連教育科学文化

機関(UNESCO),国際原子力機関(IAEA),国連原

子放射線の影響に関する科学委員会(UNSCEAR),

ストックホルム国際平和研究所(SIPRI),その他

から，多種の助言と援助が与えられた。国際連合の職員

自身がたいへん奨励してくれ， こんどの8月にはその最

高役員で参加するものもあろう。その市の義務を人道的

にかつ見事にはたしている，広島。長崎両市長の高い社

会的責任感は，世界の感嘆をひきおこした。そして広島

の放射線影響研究所の最高役員の協力は，何千という日

本の市民がすすんでこの事業を成功させるために懸命に

誠実に活動していることとよくマッチした。

これは， 日本だけでなく全世界の人民の，人民のため

の，人民によるシンポジウムである。それはユニークな

国際平和ビューロー(IPB) <JL, 1892年に設立さ

れ， 2千万名をこえる加盟人員をもっている。この古く

設立され，尊敬を受けている組織は，世界の独立した平

和運動に役立つために規則によってジュネーブに事務所

を維持している。 IPB(x1910年にノーベル平和蛍を授

与され， その多くの役員も同様の名誉を与えられてきて

いる。これらの名誉が与えられたのは, IPBが政府と

平和運動との相互の橋渡しをする能力をもっていたから

であり， また，それが平和と戦争の問題を一般の人びと

に説明す』ることに成功したからである。

IPBは， 国際連合経済社会理事会にたいして諮問的

地位を有するNGOの会議によって設立された， ジュネ

ーブ．の非政府組織軍縮特別委員会の事務局を無報酬でつ

とめている。このNGO会談ば，諮問的地位をもたない

組織を含めることはできないし， また，人権や軍縮のよ

うな重要な問題をとり扱うこともできない。しかし特別

委員会は上記のことを両方とも行なうことができる。

1976年に, IPBとその加盟諸組織のはたらきかけに

よって，特別委員会は，広島・長崎原爆の長期的影響に

ついてさらに調査すべきことを求めた決議を承認し，同

決議は24の組織によって署名された。特別委員会はその

後, IPBのイニシャチブをたたえ，その議長アーサー

・ブースが国際的後援者と運営機構をつくるための彼の

努力を継続することをすすめた。

広島・長崎の爆撃は，ひじょうにしばしば，すぐに忘

れられてしまう不幸な事件と見なされている。しかしこ

のことは，軍縮を国際的な議題に呼びもどすに足るだけ

世界世論の空気を変えることに資するため，他のものた

ちといっしょに休みなく活動してきた, IPBとその加

盟諸組織にとって， とうてい受けいれられないことであ

る。非政府組織が参加できる国連世界軍縮会議の開催を

求めたブラッドフォード提案の広はんな普及は大きな役

割をはたした。そして， このシンポジウムが着手され

た。

このシンポジウムはだれにたいしてもほこ先を向ける

こなわれてきた研究の重要性を評価し，

つぎの点について合意した。

1. 1945年に広島．長崎に投下された原爆の被害者の引

き統く苦しみおよびその子孫にたいする原子放射線の

影智についてのいっそうの調査を激励すること。

2． できれば，国連主催のもとに，世界保健機関の協力

を得て，国際シンポジウムを開催し，すぐれた医学専

門家を含む広範な代表的グループがこれらの調査結果

を検討できるようにすること。

3． あらゆる手段をつくして， このシンポジウムの結果
およびその他の関連怖報を奴大限に普及し，核戦争の

実相;二ついて世界の世論によりよく知らせること。

下記に署名する非政府諸組織は，

－国連事務総長による「核兵器の可能な使用がもたら

す諸影響と国がこれらの兵器を取得しこれ以上開発

することの安全と経済にとっての意味」にかんする報

告およびその他の専門家の調査結果が核戦争の性貧と

その危険を公衆に知らせるうえで重要であることを認

め，

－しかしながら， これらの報告に含まれている核兵器

使用の医学的諸結果についての情報が補足され，今日

的なものにされねばならないことに注目し，

-1945年にみずから被爆したものとその子孫にたいす

る原子放射線の影響についてとくに日本でこれまでお

NGO軍縮特別委員会第23回会議(1976年9月10B, ジユネーブ）

で採択された（原爆被害者に関する決議についての）議事録

プを熱烈に支持し，特に，世界保健機関(WHO)の献
極的な関心と支持を確保する具体的なステップがとられ
たことを歓迎する。われわれは，提起されている研究(こ

ついて,WHOの完全な協力がえられるものと確信す
る。われわれはまた，来年開催される会議の計画につい

て, IPBが他の組織の積極的な協力を求める予定であ

ることを評価し，適切な主催・企画委員会を設立する目

的で， アーサー・ブース氏が， 2月7日の決議を支持し

ているNGOをはじめ，その他のNGOとも協議を続け

るよう激励する。

本件についてIPBによってとられたイニシャチブI乙

たいしてわれわれの支持と承認を与えるにあたって，わ

れわれは計画されている諸会議を国連が主催する可能性

をいささかも排除するものでないし，事実そのことをわ

れわれは心から歓迎するものである。

現在室でに， 24の国際，各国組織が, NGO軍縮特別

委員会第21回会議〔1976年2月7日）で採択された原爆

被害者に関する決議への支持を表明した。国際平和ビュ

ーロー(IPB)議長アーサー・ブース氏が今回の会議

で説明したように，その後， この決議の執行にむけて重

要な前進がおこなわれた。 IPBは, 1945年に広島・長

崎に投下された原爆の影響で苦しんでいる人びとの継続

する諸問題を研究するために，医学，社会学，その他の

関係分野における国際的に承認された専門家の会議を来

年，開催するよう計画している。 IPBはまた, NG

O,マスメディア，研究機関，その他世論に影響を与え

る諸組織の代表による一層おおきな会議に，上記専門家

の会議の成果を提出し， この問題にできるだけ広範な注

目を集めるよう計画している。

われわれは, IPBが本件についてとったイニシャチ ものではない。それは原爆犠牲者のためのものであり，

」
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たり，正確さがそこなわれるところまでプ

ようなことばしないつもりである。その場

は中脳j報告醤をつくり，必要なかぎり作業

ろう。

わせに処理し

ロセスを急ぐ．

合には私たち

を継統するだ

ものである。それは自発的なものだが， アマチュア的な

ものではない。それが人間の顔をしているがゆえに， ま

た，それが科学的客観性と人間的誠尖という商い韮準を

維持しているがゆえに，それはさいきんのもっとも重要

な乖件であるとすでにいいあらわされている。しかしな

がら， なお避けなければならない落し穴がある。

その成果は予想されたり憶測されたりしてはならな

い。それが特別な利益に仕えるための， あるいは， 日本

の平和運動の再統一をしいるための政治的策略であると

いう考えは，避けなければならない。原爆被害者を公衆

の調査にさらすことは無怖であると考えるものがいる

が，被害者みずからがすすんで協力していることがこの

ことを否定しており，被害者がこの機会の其の重要性を

理解していることを示している。

もし日本の運動が再統一するならば，それは共通の人

間的な感情というその本来の基盤にたちかえることであ

り，歓迎すべきことである。そして，それは，世界で最

大の， もっともりっぱな動機をもち， もっともよく組織

された平和運動となるであろう。しかし， これは副産物

であり， シンポジウムがたずさわることではない。ま

た， この作業を許された時間間隔のなかで行なうことは

できないと考えているものもいる。私たちはできると考

えるが， もしできない場合でも，私たちは問題をまにあ

シンポジウム の成果を世界に

ンンポジウムは軍縮こ人間の顔を与え， 1978年の国連

軍縮特別総会のために準肺される軍縮綱領のなかに新し

い1項目をうちたてることによってzIf縮に決定的な発言

権を与えることを計画している。私たちは，夢想的な理

想主雅老ではない。私たちは，雌終的に決定は政治的レ

ベルでなされなければならないことを知っている。

あまりに多くの人びとはただ， あの瞬I剛的な破壊と何

千という死についてしか知らない。広曲と長崎は，生き

残ったものたちがどうなっているかについて世界に語る

いる。これは，核兵器廃絶と核エネルギー

べての討論において欠落している因子であ

査任をもって

についてのす

る。

このシンポジウムは,原爆被害者自体を援助す-ること，

なかんずく，私たちがあやまちがくりかえされないこと

を確実にするまではだれも平安でいることを許されない

ということを保証することで，彼らを援助することを決

意した， ハートとマインドによる真の国際的な運励であ卜とマインドによる真の国際的な運励であ

（1977年6月）る。

"NGO国際軍縮会議での日本代表の演説

錫国連軍縮特別総会"NGOデー”での日本代表の演説

灘経過の日誌

■一一 ＝ー 画一一雨
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NGO国際軍縮会議での日本代表の演説

渡辺千恵子

1978年3月2日パレ・デ・ナシオン（ジュネーブ)総会会場

議長，来喪ならびに友人のみ､なさん，私はこれまで遠

いヨーロッパへ旅行するなど，夢にも考えたことはあり

ませんでした。 ところが，いま私はジュネーブにきて，

しかもNGO国際軍縮会談(こ参加させていただいていま

す。どうしてこうなったのか，夢のようなこの現実につ

いて， まず私は申しあげなければならない気持でいっぱ

いです。

私は， ここにご出席のみなさまと，ゑなさまが代表し

ている，平和を愛する人民の世論と運動にたいし，言葉

にいいつくせない感謝をささげます。33年前，史上初め

て投下された人類絶滅兵器＝核兵器によって死亡した広

島・長崎のおびただしい数の市民と， こんにち室で生き

残っている30数万の被爆者を代表して，私が死者の言葉

でなく， なお生きている人間の言葉をもって，柔なさま

に語りかけることを可能にしていただいたのは， まさに

み､なさまだからであります。ゑなさまの核兵器廃絶への

努力と，ねばり強いたたかいこそが，長崎に投下された

原爆によって死んで行ったかもしれない私に，生命と人

間性の勝利をめざす運動の前進を体験させて下さってい

るのです｡

みなさん，

私が長崎で原爆被害を受けたのは16歳のときでした。

工場の崩れた鉄の梁に下半身を押し潰された後，やっと

救い出されましたが，被爆後の約1年間は，放射線の強

い影響もあったのでしょうか，腰や足の肉が腐り，食物

はのどを通らず，危篤状態の苦しみを日夜味わいまし

た。背椎骨折のため， 自分の足で歩くことも，立つこと

すらもできず，その上被爆者を襲うさまざまな障害と病

気のため， 自分の青春も，健康も奪われ，やがて自暴自

棄となり，必死に看病してくれる母をも苦しめました。

私がやっと原爆の死の呪縛から逃れることができたの

は，同じ被爆者である母の深い愛情と， 1955年，私の母

と同じように戦争で苦しめられた世界の母親たちが， ロ

ーザンヌで世界母親大会を開き， 日本でも，原水爆禁止

運動が国民的な規模で始まったのを知ってからでした。

承なさん，

生命を生み育てる母親の心と，原水爆禁止運動がなげ

れば，私が生きてはいなかったと同様に，人類のすべて

にとって，核兵器を全面的に禁止することなしに，今後

生きつづけることはできないでしょう。

原爆被爆者とは一体どんな人間でしょうか。私は思い

ます。－おこりうる人類絶滅の第1鑿を体験させられ

た人間なのだ， と。

広島．長崎の原爆は，一瞬のうちに恐るべき物理的被

害をもたらしただけでなく，広い地域全体の住民の，人

間らしい生活を根こそぎ破壊してしまいました。核兵器

は，人間の尊さを破壊し，人間そのものを否定する兵器

なのです◎しかもう被爆者は，被爆当時の悲惨な経験も

さることながら，その後30年以上にわたって，たえず，

くり返し，いのち， くらし， こころの苦し染にさいなま

れてきたのです。したがって被爆者は，人類絶滅戦争の

生き証人だといってよいでしょう。

桑ずから被爆した経験がわたしに語らせる言葉をお聞

き下さい。 「こんど核兵器が使われるならば，人類は亡

‘びてしまう」｡これが原爆を実際に体験したものの結論で

す。しかも，核兵器使用の非人道性，犯罪性，非合法性

は，人道の法，国連憲章，国際法に照らしても明らかだ

一と，専門家からうかがっております。それにもかかわら

ず，いまなお核兵器の使用禁止すら実現されていないこ

とは，私にとって，胸をかきむしられるような想いで

す。

私は，平和を願うすべての日本国民とともに， 5月末

から開かれる国連軍縮特別総会にたいして，核兵器を使

うことは人道に反する犯罪としてただちに禁止すること

を，強く要請します。

みなさん，

昨年, NGOの主催で「被爆の実相とその後遺。被爆

者の実情に関する国際シンポジウム」が日本で開かれま

した。このシンポジウムでは，たとえば， 1967年に当時

のウ。タント事務総長が国連に報告した核兵器白書にお

いて，広島・長崎の原爆による死亡者数がいちじるしく

過小評価されていることが，明らかにされて↓､ます。こ
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友人に支えられて， ここに参りました。私は33年前死ん

でいたはずの人間なのです。しかし，原水爆禁止運動の

なかで人間として甦り，人間が人間らしい歴史をつくる

亦業に参加していることを，深く喜びとするものです。

議長，来寅， ならびに友人の染なさん，

私は，冊会総会で，被爆者として， み､なさまに語りた

かったのです。

核兵器による被害者のことばを聞いてから， この歴史

的な国際会識が附かれましたなら，会談の中で， もっと

もっと，真の平和にむかう心が生かされたことでしょ

う。

日本の被爆者の心が本当に理解されているなら，被爆

の実相が本当に知られているなら， 明日にでも，核兵器
は廃絶されるはずだと考えます。このことを，私は，再
度強調しておきたいと思います。

私は， 日本の被爆者37万を代表して, NGO国際軍縮
会談の成功と，核兵器完全禁止，使用禁止の迎助の前進

のように，核兵器の恐ろしさについては， まだごく初歩

的な率実さえ，かならずしも十分に知られていない， と

いってよいでしょう。私は，被爆者のひとりとして，国

連軍縮センターの活勤が強化され，広烏・長崎の原燦の

恐ろしさ，被爆者の苦しみについての正確な怖報をまと

め，全世界に普及されることを期待してやみません。

みなさん，

私は，現代に生きるものにとって，平和を守りぬくた

めには，核兵器の完全禁止，使用禁止こそが，雌優先の

課題でなければならないと確信しております。その理由

は，すでに述べたところにつきると思いますが， さらに

つけ加えれば，核兵器こそは， こんにちの軍拡競争の先

端をいく兵器であり， その禁止が，通常兵器をもふくむ

軍縮への糸口をきりひらくことになると考えられるから

です。私は， きたるべき国連軍縮総会が，核兵器の完全

禁止，使用禁止を駁優先の課題としてとりあげ，全面的

軍縮へむけて歴史的な成果をあげることにより，被爆者

にも「生きていてよかった」と言える日が1日も早く訪

れることを願っています。

私は， ジュネーブでこの願いをみなさまとともに語り

合えるならぱと，不自由な体にむちうち， 日本代表団の
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国連軍縮特別総会の"NGOデー”での

日本代表の演説

田中里子(胃幾諾落講鑑讓籠）
1978年6月12日国際連合(ニューヨーク)総会謹場

今日の探準からすれば，はるかに効率の悪い原爆で，

1945年末までだけでも，広島で13万ないし14万人，長崎

で7万4千人が亡くなったとされています。

そして，やっと生き残った被爆者は33年経ったいまも

なお，心身ともに苦しめられ， さらに放射線の遺伝的影

響の不安が被爆者に常にぬぐい去ることのできない心理

的重圧を加え， またその子どもの結婚を妨げてさえいま

す。被爆者こそば核兵器の非人道性の生き証人なので

す。

私たちは，国連が，被爆問題シンポジウムで明らかi二

なった広島・長崎の被爆の実相や，被爆者の苦しゑを，

世界の人びとに1日も早く，分かりやすく，正確に知ら

せることを要請します。そして，広島・長崎の被爆を全

面的な完全軍縮への出発点とするために， 8月6日を核

兵器完全禁止をめざす“国連軍縮の日”として，国連が

宣言されることを熱望いたします。さらに，広島・長崎

での外国人被爆者， とりわけ朝鮮人被爆者，そして太平

洋諸島， アメリカ合衆国その他における核実験iこよる被

爆の実相をも，国連軍縮センターが率先して調査し，そ

の結果を公表されるようもとめるものです。

1961年，国連第16回総会での決議（1653号）には「核

兵器の使用は国連憲章の直接違反であり，人類と文明に

対し無差別の苦し象と破壊をひき起し，国際法規と人道

に反する」と， はっきりうたわれています。しかし，そ

れから17年の間， これとはまったく逆行して核軍拡競争

にあけくれ，現在まで， どんな外交交渉や国際協定もな

んら効を奏していません。

核保有大国の最高指導者たちも，核先制の第1撃能力

がここ数年間いちじるしく増強されたためにいわゆる核

「抑止」論がくずれてしまい，小さな紛争が容易に全地

球をまきこむ，大国間の大衝突に発展する危険があるこ

とをゑとめています。この点はさる2月， ジュネーブで

開かれたNGO国際軍縮会議で採択された競終文書でも

述べられています。このたび，非同盟86カ国のよびかけ

で軍縮特別総会が開かれるに至ったのも， このような重

大な危機感によるものです。

尊敬する談長，全体委員会の委員の皆さん，各国政府

代表の皆さん，

国際および各国NGOの友人の皆さん，

このたび国連がこの総会で， 日本の国連代表派避連絡

調整会議に発言する機会をあたえられたことに敬意と感

謝を表明したいと思います。

私たち500名の代表団はさる5月30日， ワルトハイム

事務総長に「国連に核兵器完全禁止を要請する2千万名

の署名」および要請文を手渡しました。この署名は今年

はじめからわずか5カ月の問に， 日本国民の5分の1に

あたる人たちが番いたものです。そしてひとりひとりが

署名とともに10円， 20円と寄せたカンパによって， 500

名がこのニューヨークの地を踏んだのです。国連の直か

れているここニューヨークや， モスクワ，北京， ロンド

ン,パリ，さらには人類の3分の2が生きる第3世界を2

度と広島・長崎にしてはならないと確信したからです。

この署名簿の冒頭には3つのことがはっきり書かれて

います。第1は，広島・長崎の原爆の恐ろしさ，被爆者

の苦しみを，世界の人びとにもっと正確に， もっと広く

知らせること。鏥2に，核兵器を使うことは人道に反す

る犯罪として禁止すること。第3に， 1日も早く核兵器

の実験，使用，製造，貯蔵，拡散，配術を全面的に禁止

する条約をつくること。

私たち日本のNGOは，国連がこの3点の実現によ

り，核軍附撤廃への着実な歩みを開始することを強く要

請いたします。

昨年夏広島で，国際NGO主催で開かれた被爆問題シ

ンポジウムで採択されたアピール「生か人類絶滅か」に

は，次の一節があります。

「全世界の女たちや男たち，若人たちと子どもたち，

団結せよ.／いよいよ増強されていく軍備に私たちをし

ばりつけている鎖を断ち切れないなら，私たちは，私た

ちの仕事，家庭，学校，遊び場，生活，文化，文明，そ

して世界を失うだろう。…･･･全世界のヒバクシャよ’私

たちは自由に生まれてきたのに，私たちは世界中で，第

3次世界戦争の途方もない準備の奴隷にされている｣。

を，心から望んで， ご挨拶といたします。
ヒロシマ.ノ

ナガサキ.ノ

ヒバクシャ．ノ

ノーモア

ノーモア

ノーモア

一三
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の中に平和のとりでを築かなければならない」とユネス

コ窟章は述べています。核兵器は人間がつくり，人間が

操作しているものです。だからこそ，核兵器のない平和

な世界をつくり出すことのできるのも，私たち人間で

す。広広b・憂崎を知っていて， しかもいま核戦争の脅威

のもとで生きている私たちは，子供たちや孫たち，そし

て2'世紀に生きる人たちのために，核兵器のない世界を

築いておく，何よりも丞大な共同の武任があります。そ

のためにも，来年の国際児童年を，核軍伽撤廃と平和の

実現のもうひとつの機会にするよう， 国連および世界の

NGOの皆さんに要誌いたします。

軍縮特別総会は， まだ終わっていませんが，すでにか

なりの成果をあげていると思います。世界のNGOは全

面完全軍縮,とくに核兵器廃絶の運動をおこしています。

世界中で世論がまきおこり，特別総会の討談と， それに

呼応したNGOの活動が注目を集めています。

6月28日採択される妓終文宙が，現実にそくして実り

あるものとなり，私たちの共通目標の促進に宜献して，

そして， この特別総会を人類の直面している破壊から平

和への新しい希望にむかう転機とすることが，私たちの

切なる願いであります。

いよいよ般後になりました。被爆者たちが番き綴った

数多い原爆詩の中から次の一編を引用して私の訴えを終

わりたいと思います。

この歴史の流れを変えなければ，私たちの文明は， 21

世紀まで生き残らないかもしれません｡それだからこそ，

ぜひとも今回の総会で，核兵器の使用を国際法に進反す

る犯罪として完全禁止する条約（コンベンション）を，

行動計画のなかに必ず折り込むことを，すべての国， と

くに核保有大国が受け入れるよう要望します。

私たちは，昨年8月，第32回国連総会へのワルト′､イ

ム事務総長の報告， 「軍拡競争の経済的社会的影裡｣に深

い共感をおぼえました。過去20年の歴史は，軍拡競争が

つくり出すものは雇用でも繁栄でもなく，失業， インフ

レ,経済的不平等を助長し,そしてまた，貧しい国を広め

る国にいっそう従属させていくことを証明しています。

さらに事務総長は「核軍伽撤廃をもっとも優先させる

べきである」と明確に指摘しています。核兵器の存在

が，人類の生存そのものにかかわる脅威となっているこ

とを憂慮し，具体的な措匠として非核武装地帯の設腫

や，核兵器の拡散の禁止， さらに－新たにヒバクシャ

をつくる一核実験， より精密な兵器・体系の研究，開

発の禁止を，速やかに実現すべきだと考えます。

これらを達成するには，米ソ2大国の主導にまかせる

わけにはいきません。私たちは，国連総会を軍縮に関し

て最終決定を下す最高機関にするべきだと信じます。国

連総会と軍縮委員会会談(CCD)との間に有機的な関

連をつけ, CCDの再組織が行なわれることを要望しま
－

3‘o

さらに私たちは，国連軍縮センターを拡充強化して，

国連食糧機構(FAO)やユネスコと同じように十分な

職員と資金と権限をもつ国連の機構とすること， また，

その軍縮センターの諮問的な役目を果たせるよう，私た

ちNGOを位置づけるよう提案します。

「戦争は人の心の中で生ずるものであるから，人の心

垂
沁経過 の 日

のための日本準備委員会を結成することをよ

びかけた。

12月3日 シンポジウムに関心ある組織と個人の最初の

会談が， ジュネーブのWHOで開催された。

12月6日 シンポジウムのためのビューロー会議がジュ

ネーブのWILPF(婦人国際平和自由連

盟）事務所で開催された。

12月18日 シンポジウムのための日本準備委員会が東京

で設立された。

＜1977年＞

＜1974年＞

12月4日 日本の民間代表団がニューヨークの国連本部

で，政治・安全保障問題担当事務次長アルカ

ディ 。N・シェフチェンコ氏と会見し，国連

が核兵器完全禁止国際協定の締結でイニシャ

チブをとることを要請した。

＜1975年＞

12月8日 日本の民間代表団がニューヨークの国連本部

で事務総長クルト ・ワルトハイム氏と会見

し，国連が，原爆被害者の実情についての現

在の情報を補足し，今日的なものにするため

に，いっそうの研究を行なうこと§を要請し

た。

1月28日 シンポジウムのための国際準備委員会が設立

され，その第1回会議がジュネーブのWHO

で開催された。

3月9日国際準備委員会ビューロー会議（ジュネー

'', IPB)

3月27日被爆者調査全国研修会が東京で開催された。

被爆者調査開始される。

4月 日本側専門家によるシンポジウムのための作

業文書の起草が開始される。

4月8日 シンポジウム推進団体連絡会議が東京で結成

される。

4月20日国際準備委員会第2回会議（ジュネーブ,W

HO)

5月18日国際準備委員会ビューロー会議（ジュネー

yP, IPB)

6月4日第1段階の国際側専門家グウェンディ ．ナイ

～11日 ト女史がシンポジウムの準備に協力するため

来日した。

6月 作業文書の第’次草案が完成し，国際側専門

家に送付された。

7月 作業文書の最終草案が完成した。 （国際調査

団の東京での第1回会議で国際側専門家に配

布された。）

7月15日 アーサー。ブース議長夫妻が来日し，国際準

備委員会の事務所がジュネーブより東京に移

＜1976年＞

2月7日 NGO軍縮特別委員会（ジュネーブ）第21回

会議が，原爆被害者に関する決議を採択し

た。

8月 『広島，長崎の原爆被害とその後遺一国連

事務総長へのレポート』が日本の専門家グル

ープによって作成され，国連事務総長に提出

された。

9月10日NGO軍縮特別委員会（ジュネーブ）第23回

会議が，原爆被害者に関する決議についての

議事録を採択した。

10月10日 日本の国民代表団がニューヨークの国連本部

で，総会議長H･S・アメラシンケ氏と会見

し，国連が核兵器の使用を人道にたいする犯

罪として禁止するための措置をとることを要

請した。

12月1日広島・長崎両市長がニューヨークの国連本部

で事務総長と会見し， 『原爆被害の実態一

広島・長崎』についての報告書を提出した。

12月 日本の各界を代表する78氏が， シンポジウム

ちちをかえせははをかえせ

としよりをかえせこどもをかえせ

わたしをかえせわたしにつながるにんげんをかえせ

にんげんのにんげんのよのあるかぎり

くずれぬいわをへいわをかえせ
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転した。

7月21日 シンポジウム第1段階＝国際調査（東京・広

～30日島・長崎）

7月30日国際準伽委員会と日本準伽委貝会の合同会識

（広島）

7月31日～シンポジウム弟2段階=NGOと研究機関の

8月2日シンポジウム（広島）

8月5日 シンポジウム第3段階＝広島ラリー

8月6日 アーサー・ブース， ショーン・マクプライ

ド， フィリップ・ノエル＝ベーカー， ジョー

ジ・ウォルドの4氏がシンポジウムを代表

し，来日中の国連総会議長H･S・アメラシ

ンケ氏と会見し， シンポジウムの報告資料一

式を手渡した（広島)。

8月8日 シンポジウム第3段階＝長崎ラリー

10月24B "NGOとSSD"と題するセミナーが, N

～25日 GO軍縮特別委員会(ジュネーブ)の主催で，

＜1978年＞

2月27日～NGO国際軍縮会議が, NGO軍縮特別委員

3月2日会（ジュネーブ）の主催NGO軍縮杵別委

員会（ニュー曰一ク）の協養でジュネーブの

パレ・デ・ナシオンで開催され， 日本より88

名の代表団が参加した。

3月2日渡辺千恵子（長崎の被爆老）さんがNGO国

際耶縮会該の閉会総会で演説した。

5月23日～軍縮を専識する国際連合特別総会がニュー三

6月30日一クで開催された。

5月22日～国連に核兵器完全禁止を要諦する日本国民

6月9日 (NGO)代表団502:名が国連特別総会へむ

けて訪米，各種の要諦行動を展開した。

5月30日国連に核兵器完全禁止を要諦する署名18,
694, 225名分を国連事務総長に手渡した。

6月12日国連軍縮特別総会の"NGOデー”で日本の
NGOを代表して田中里子（国連に核兵器完

全禁止を要請する日本国民(NGO)代表団
歌務局長，全国地域婦人団体連絡協議会事務

局長）さんが演説した。

ジュネーブのパレ・デ・ナシオン（国連欧州

本部）で開催された。

＝

－1

被爆の実相と被爆者の実情
-1977NGO概騒問題シンポジウム報告書

1978年9月15日発行 定価3,800円

編集 ISDAJNPC編集出版委員会

〒105東京都港区新橋6－19－23 日本被団協気付
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